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蒲生野中学校卒業式　思い出が詰まったアルバムを受け取る卒業生



前年度比増減率（％）予算額会計区分

119億2,000万円

45億680万1千円

17億8,245万円

3億3,753万7千円

21億8,291万円

20億1,561万4千円

373万4千円

1億6,356万2千円

30万6千円

535万7千円

1億7,048万4千円

2,775万7千円

48億8,840万円

12億6,493万3千円

21億423万9千円

15億1,922万8千円

213億1,520万1千円

一般会計 

特別会計 

　国民健康保険事業特別会計 

　後期高齢者医療特別会計 

　介護保険事業特別会計

　　事業勘定 

　　サ－ビス事業勘定

　　老人保健施設サ－ビス勘定

　土地取得特別会計 

　育英資金給付事業特別会計 

　町営バス運行事業特別会計

　財産区 

公営企業会計 

　国保京丹波町病院事業会計

　水道事業会計

　下水道事業会計

　　　　　合　計

△9.8

△2.8

△2.8

4.3

△3.7

△4.1

8.2

1.1

2,681.8

△50.8

△1.8

1.4

△2.2

△8.0

0.8

△1.1

△6.7

（△印は減）

※端数処理の関係上、合計が一致しないことがあります。

令和8年度
京丹波町の予算「みんなで元気・希望・笑顔のあふれる

京丹波町に」

会計別 予算額一覧

一般会計　地方債残高の推移
総務費

22億3,207万2千円
（18.7％）

民生費
26億944万9千円
（21.9％）

衛生費
18億5,268万9千円
（15.5％）

農林水産業費
12億5,143万3千円
（10.5％）

商工費
2億8,745万円
（2.4％）

土木費
8億649万9千円
（6.8％）

消防費
4億6,101万円
（3.9％）

教育費
9億5,227万4千円
（8.0％）

公債費
13億4,983万9千円
（11.3％）

歳出
総額
119億
2,000万円

議会費
9,382万7千円
（0.8％）

その他
2,345万8千円
（0.2％）

自主財源　38億9,605万円（32.7％）

依存財源　80億2,395万円（67.3％）

町税
17億1,973万1千円
（14.4％）

使用料・手数料
1億570万3千円
（0.9％）

繰入金
11億9,363万7千円
（10.0％）

その他
3億5,257万8千円
（3.0％）

寄附金
5億2,440万1千円
（4.4％）

地方交付税
51億3,000万円
（43.0％）

国庫支出金
6億9,137万6千円
（5.8％）

府支出金
8億5,337万4千円
（7.2％）

町債
6億6,370万円
（5.6％）

その他
6億8,550万円
（5.8％）

歳入
総額
119億
2,000万円

自主
財
源
　

依
存
財

源

令和8年度当初予算は、「みんなで元気・希望・笑顔のあふれる京丹波町に」の実現に向け、「健やかで幸
せな食のまちづくり」「教育と子育てのまちづくり」「人のふれあいを感じるまちづくり」「わかりやすい情報
発信による行政の見える化のまちづくり」の4つの柱に基づき、編成しました。さらに、未来を切り拓くため
の新たな挑戦として、10の成長プロジェクトを掲げました。食や教育、人のふれあい、デジタル化などの分
野の取組を重点的に推進し、未来に希望が持てるまちづくりを進めてまいります。

自主財源：町税収入など自らの力で収入できるお金
依存財源：国や都道府県から交付されたりするお金、

借入金など

総額 213億1,520万1千円

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

151億円

142億円
138億円

136億円

130億円

155

150

145

140

135

130

125

（単位：億円）

（前年度比　△13億円　△９.８％）
119億2,000万円
一般会計

（前年度比　△2億4,049万8千円　△2.5％）
93億9,520万1千円
特別会計（公営企業会計）総額
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令和8年度  京丹波町の予算
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つの柱と　    の成長プロジェクト4 10

健やかで幸せな食の
まちづくり

健やかで幸せな食のまちづくり

1

1

教育と子育てのまちづくり2

人のふれあいを感じるまちづくり3

4

「人生100年。健幸のまちづくり～生涯を通じて
「こころ」と「からだ」を健幸に～」を基本方針とし
て、町民の皆さんが生きがいと誇りを持ち、生涯を
通じて健やかで幸せに暮らすことができる「健幸」
のまちづくりを推進します。

　プロジェクト
●食で稼ぐ京丹波プロジェクト
食資源の価値をさらに高め、加工や販売、観光との連
携により地域全体で収益を生み出す仕組みをつくり
ます。

●食の担い手プロジェクト
ふるさと納税制度の活用や、生産から流通、販売まで
を見据えた取組を進め、食を基軸とした持続可能な
産業の確立を目指します。

教育と子育ての
まちづくり

2

京丹波町の子どもたちが健やかに成長できるよ
う、「まちづくりは人づくり、人づくりはまちづくり」
を基本理念に、教育への積極的な投資を行い、「京
丹波町の良さを生かした、京丹波町ならではの教
育の推進」に取り組みます。

　プロジェクト
●京丹波の未来をデザインする「探求学習」プロジェクト
京丹波町をフィールドにして、さまざまな機関、団体
とともに課題解決型の学びを進め、自分の未来と京
丹波の未来をデザインし、町の次代を担う人材の育
成に取り組みます。

●須知高校魅力化プロジェクト
地域資源を生かした学びや、企業・大学との連携によ
る実践的な教育の機会を充実させ、須知高校の魅力
を高めます。

人のふれあいを感じる
まちづくり

3

京丹波町の魅力を広めるため、タウンプロモー
ションキーワード「GO GREEN GREEN」を掛け声に、
町内外に情報発信を行い、つながりの輪を広げます。

　プロジェクト
●大学生と創るまちプロジェクト
大学生が地域で調査やフィールドワーク、企画提案な
どに取り組み、町に新しい視点や挑戦を生み出してい
きます。

●創業環境ナンバーワンプロジェクト
創業相談や伴走支援、関係機関との連携を強化し、町
内外から挑戦する人が集まりやすい環境を整えます。

●移動支援プロジェクト
移動手段の充実を図り、暮らしの向上と地域の活力
の維持につなげます。

●CLUB京丹波関わり深化プロジェクト
ファンクラブを通じて関係人口の輪を広げ、町を応援
し続けてくれる仲間を増やしていきます。

わかりやすい情報発信による
行政の見える化のまちづくり
町政や地域情報をわかりやすく発信し、行政の
見える化の環境を整えます。また、あらゆる分野で
デジタル化による情報発信に取り組みます。
　プロジェクト
●京丹波編集部プロジェクト
町で暮らす人や挑戦する人、地域の風景や文化を丁
寧に発信し、町の魅力を内外に伝えていきます。

●情報お届けデジタル回覧板プロジェクト
デジタル技術を活用して行政や地域の情報を分かり
やすく届け、誰もが必要な情報にすぐアクセスできる
環境を整えます。自主放送番組を通じて町のあらゆる
情報が届く仕組みを目指します。

New

　予算内容
フードバレー推進事業 1,915万6千円
丹波くり振興事業 2,156万円
京丹波栗リファイン事業 827万1千円
予防接種事業 4,096万3千円
　RSウイルスワクチン（妊婦）の定期接種開始 60万円
有害鳥獣対策事業 8,331万2千円
林業振興対策事業 3,517万5千円

　予算内容
学校教育情報化機器整備事業 1億5,356万5千円
学校教育生成AI活用のあり方に関する調査研究事業 10万円
人材育成による持続可能な町づくり事業 1,835万5千円
　須知高校を中心とした町の将来の担い手育成 1,835万5千円
母子保健事業 821万9千円
　母子手帳アプリ導入経費 59万4千円
不登校支援事業「社会性を高めるグループ指導」 226万8千円
学校給食事業 1億568万2千円
　「安心安全な学校給食」地元産食材の活用促進 5,500万円
地域スポーツ振興事業 216万1千円
こども園運営事業 1,692万4千円
すこやか子育て支援金事業 1,060万円
社寺等文化資料保全補助事業 560万円
「地域の宝」（人材・文化財等）調査活用推進事業 139万9千円

　予算内容
京丹波ファンクラブ事業 1,390万8千円
デマンド交通推進事業 2,648万5千円
想いでつながるコミュニティ推進事業 623万円
鐘乳洞公園管理運営事業 1,594万9千円
消防施設整備事業 3,291万3千円
移動系防災行政無線維持管理事業 1,183万7千円
保健衛生一般経費 1億1,634万1千円
　船井郡衛生管理組合分担金（新火葬場整備） 9,677万5千円
from京丹波推進事業 791万円
みんなのまち拠点プロジェクト事業 973万9千円
特産館和管理運営事業 4,392万4千円
道の駅京丹波味夢の里管理運営事業 4,304万9千円
都市緑化フェア推進事業 2,691万円
町営住宅維持管理事業 1億5,321万4千円
　公営住宅長寿命化 1億3,397万1千円

わかりやすい情報発信による行政の見える化のまちづくり
　予算内容
プロモーション戦略推進事業 1,217万6千円
自主放送施設管理事業 4,394万9千円
　自主放送番組を活用した行政情報発信機能の構築 1,854万6千円

4

京丹波町の
予算編成



京丹波町にお住まいの皆さんが健やかで幸せに「健幸」で暮らせるように・・・。
国保京丹波町病院では、病気になる前の「予防医療」を大切に
病気を患ってからもその人なりに幸せに暮らせるよう「地域包括ケアシステム」を
充実し町民一人ひとりの健幸Wellness―ウェルネス―を目指しています。

京丹波町の皆さん、はじめまして！

この度、京丹波町病院に赴任いたしました、瑞慶

覧聡太と申します。

私はこれまで、沖縄本島や京都府丹後地域をはじ

めとする各地で「総合診療医」として地域医療に携わ

り、先月まで沖縄県宮古島の西側に位置する人口約

千人の多良間島で離島診療所医師として働いており

ました。

総合診療は、特定の臓器だけを診るのではなく、

健康の悩み全般を幅広く診ながら、患者さんの心

身全体を捉えて生活に寄り添う診療科です。離島を

はじめとする各地において、総合診療医として乳幼

児から高齢者まで幅広い年代の皆さんの診療に関

わり、ほぼ全ての診療科の健康問題に対応してき

ました。

前任地で私が何よりも大切にしてきたのは、病院の

中での診察と同じくらい、地域の皆さんと「つながり」

Wellnessコラム

年度が新しくなり、転勤、進学など気持ち新たな

春を迎えられている方も多いと思います。京丹波

町病院でも今年度から新たに2人の常勤医に来て

いただきましたが、2人とも前任地は沖縄というこ

とです。

さて、沖縄といえば世界屈指の長寿地域として知

られていましたが、今は平均寿命が男性36位、女性

7位と大きく下降し、それを沖縄クライシスと呼ばれ

たりしています。そして、そこには食生活の変化が大

きく関係しているといわれています。

もともと沖縄では食物繊維が豊富で低カロリー、

低糖質、低脂肪の食生活が中心でしたが、戦後の米

軍統治下に米国型食習慣が流入、一気に高脂肪、高

糖質の食環境となったことで、肥満症、糖尿病、脂質

異常症が蔓延し、平均寿命ランキングが徐々に低下

していきました。今、沖縄では肥満症の割合が日本

一、糖尿病での死亡者数が日本一、65歳までに動脈

硬化性疾患やがんで死亡する割合も全国トップレ

ベルです。

では、「100歳まで長生きするための従来の沖縄

型ライフスタイル」はどのようなものか、右の6点が

強調されていますので、今後の生活の参考としてい

ただけたらと思います。

かき     た               ひで    はる

垣田　秀治院長

院 長 先 生 の
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～健幸～生き活きウェルネスコーナー

けん こう

沖縄クライシスから学ぶ
健康長寿の秘訣

健康寿命を延ばし、元気にこの1年もお過ごしく

ださい。

い き い き 健 康 術

総合診療と地域のつながり

総合診療医

瑞慶覧　聡太　医師（副院長）
ず    け   らん　      そう   た

を持つことです。特に島での暮らしでは、村の伝統行

事やイベントなどに参加するほか、時間が空けば連

日、島の方々とゲートボールで汗を流しました。一打

ごとに作戦を練り、笑い合い、次につなげるようにプ

レイをする。そんな何気ない時間を通じて培った「人

と人とのつながり」こそが、健やかに暮らしていくた

めの大きな支えになると肌で感じました。

医療は病院だけで完結するものではありません。

ご家族の支えだけでなく、皆さんのご近所での助け

合いや、日々の交流という地域の輪が広がることで、

私たちが提供できる医療も最大限の力を発揮できま

す。私は皆さんの些細な体調の変化から、長らく抱え

ている健康の悩みまで、何でも気軽に相談できる医

師でありたいと考えています。

京丹波町でも、まずは皆さんとのつながりを大切

に、誠心誠意取り組んで参ります。ゲートボールのお

誘いがあればいつでもお待ちしております。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

①白米の摂取量を少なめにする
②霜降り（脂身）肉の摂取量を少なめにする
③腹八分目の食習慣を励行する
④規則的な運動習慣をもつ
⑤祖先崇拝や親類縁者、地域住民間のネット
ワークを重視する
⑥生きがいをもつ

国保京丹波町病院　月、金、第2土曜日の総合内科一般外来
水曜日午後の予約外来担当

和 知 診 療 所　木曜日の総合内科一般外来担当

た    ら    ま   じま

沖縄、多良間診療所で撮影 



京丹波町役場の組織の一部を改編しました
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挙（
選
挙

管
理
委
員
会
）、訴
訟
賠
償
、公
用
車
運
行

管
理
、監
査
委
員
、固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
な
ど
／
人
事
一
般
、秘
書
、定
数
、任

免
、服
務
・
賞
罰
、給
与
、研
修
、福
利
厚
生
、

職
員
団
体
、公
平
委
員
会
な
ど
／
消
防
防

災
、住
民
安
全
な
ど

【
課
　
　
長
】原
澤
　
洋

【
課
長
補
佐
】堀
　
孝
子
・
西
村
明
美
・

山
内
圭
司

【
総
務
係
長
】片
山
加
奈

【
総
務
係
主
任
】隅
田
和
樹

【
人
事
秘
書
係
長
】瀬
戸
亜
弓

【
危
機
管
理
係
長
】久
保
元
真
一

林
龍
之
介
・
上
田
直
暉
・
川
邉
有
希
乃

 
財
政
課　
　

    

℡
８
２
-３
８
２
０

財
務
一
般
、予
算
・
決
算
、財
源
、起
債
、行
政

改
革
な
ど
／
町
有
財
産
の
管
理
、町
有
地

の
利
活
用
、債
権
等
の
管
理
、入
札
資
格
・

審
査
・
選
定
及
び
入
札
執
行
、指
名
委
員

会
、工
事
請
負
・
業
務
委
託
及
び
物
品
等
の

契
約
、建
設
事
業
等
監
視
委
員
会
、公
共
事

業
再
評
価
委
員
会
、土
木
・
建
築
工
事
等
の

検
査
・
指
導
な
ど

【
課
　
　
長
】山
内
明
宏

【
課
長
補
佐
】野
々
口
慶
司

【
財
政
係
長
】川
勝
千
裕

【
財
産
契
約
係
長
】村
山
裕
信

毛
利
木
哉
・
関
　
幸
大

 

地
域
振
興
課　

℡
８
２
-３
８
0
１　

地
域
づ
く
り
、住
民
自
治
、町
政
要
望
、交

流
事
業
な
ど
／
交
通
一
般
、基
幹
交
通
、バ

ス
事
業
な
ど
／
環
境
衛
生
、船
井
郡
衛
生

管
理
組
合
、環
境
保
全
、埋
火
葬
墓
地
、空

き
地
な
ど

【
課
　
　
長
】小
山
　
潤

【
地
域
支
援
係
長
】髙
見
謙
佑

【
交
通
政
策
係
長
】伴
田
裕
章

【
環
境
係
長
】岡
本
　
淳

【
専
門
幹
】立
垣
孔
嗣（
任
期
付
職
員
）

上
田
さ
く
ら
・
山
﨑
大
智（
新
規
採
用
）

■
船
井
郡
衛
生
管
理
組
合
派
遣

【
主
　
　
任
】森
田
浩
史

４
月
１
日
付
け
人
事
異
動
に
よ
る

職
員
の
配
置
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
敬
称
略

＊
電
話
番
号
の
市
外
局
番
は「
0
7
7
1
」

 

デ
ジ
タ
ル
広
報
課℡

８
２
-３
８
２
１　

情
報
化
一
般
、情
報
化
施
策
の
企
画
推
進
、

情
報
シ
ス
テ
ム
の
管
理
運
営
、デ
ジ
タ
ル
化
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
な
ど
／
広
報
・
広
聴
一

般
、報
道
機
関
と
の
連
絡
、自
主
放
送
番
組

の
制
作
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
京
丹
波
あ

ん
し
ん
ア
プ
リ
の
管
理
運
営
、統
計
な
ど

【
課
　
　
長
】田
畑
昭
彦

【
デ
ジ
タ
ル
推
進
係
長
】正
田
志
帆

【
広
報
広
聴
係
長
】西
村
公
貴

徳
島
　
詢
・
谷
口
莉
花
・

藤
田
笑
央（
新
規
採
用
）

健
康
福
祉
部

【
健
康
福
祉
部
付
専
門
幹
】中
川
豊

 

税
住
民
課　
　

 

℡
８
２
-３
８
０
3

税
務
一
般
、住
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自

動
車
税
、た
ば
こ
税
、特
別
土
地
保
有
税
な

ど
／
納
税
一
般
、滞
納
整
理
な
ど
／
住
民

一
般
、戸
籍
、住
民
基
本
台
帳
、在
留
関
連
、

印
鑑
登
録
、公
的
個
人
認
証
、災
害
救
助
、

行
旅
病
人
及
び
行
旅
死
亡
人
な
ど
／
国
民

健
康
保
険
一
般
、高
齢
者
医
療
、福
祉
医

療
、国
民
年
金
な
ど
／
人
権
一
般
、住
民
相

談
一
般
、消
費
生
活
な
ど

【
課
　
　
長
】保
田
利
和

【
課
長
補
佐
】上
原
康
宏
・
島
　
文
子
・

長
谷
川
　
真
・
金
江
美
和

【
賦
課
係
長
】石
田
武
史

【
専
門
幹
兼
徴
収
係
長
】豊
嶋
浩
史

【
戸
籍
住
民
係
長
】山
本
美
子

【
保
険
年
金
係
長
】小
池
由
加
里

【
人
権
推
進
係
長
】（
上
原
康
宏
）

小
谷
誠
之
・
細
野
江
梨
子
・
磯
部
由
香
・

山
本
竣
也
・
栗
原
有
希
・
多
野
も
も
か
・

田
中
　
新
・
山
田
あ
か
り（
新
規
採
用
）

■
京
都
地
方
税
機
構
派
遣

【
課
長
補
佐
】大
西
孝
治

藤
田
健
吾
・
木
上
美
由
紀

 

総
合
福
祉
課　

 

℡
８
２
-1
８
０
0

福
祉
一
般
、救
護
援
護
、保
護
、ひ
と
り
親
家

庭
の
福
祉
、障
害
者
福
祉
な
ど
／
介
護
保
険

一
般
、介
護
保
険
給
付
、介
護
認
定
、介
護

保
険
料
、介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
、高

齢
者
福
祉
な
ど
／
子
育
て
支
援
一
般
、児
童

手
当
、放
課
後
児
童
健
全
育
成
な
ど

【
課
　
　
長
】山
内
善
史

【
課
長
補
佐
】小
林
篤
史
・
並
河
直
樹

【
社
会
福
祉
係
長
】輕
尾
圭
造

【
高
齢
福
祉
係
長
】上
西
め
ぐ
み

【
子
育
て
支
援
係
長
】西
河
公
嗣

上
田
侑
希
・
木
上
祐
輔
・
小
畑
詩
織
・

今
川
千
穂
・
橋
本
信
哉
・

竹
島
芽
依（
新
規
採
用
）

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

【
課
長
補
佐
】堀
　
道
枝

【
主
　
　
任
】中
川
早
苗

福
井
朋
美

産
業
建
設
部

 

農
林
振
興
課     

℡
８
２
-３
８
０
８

経
済
一
般
、農
業
、農
地
及
び
農
業
施
設
、

畜
産
な
ど
／
林
業
、森
林
及
び
林
業
施
設
、

地
域
資
源
の
循
環
利
用
な
ど

【
課
　
　
長
】片
山
　
健

【
課
長
補
佐
】竹
村
　
洋

【
農
政
係
長
】森
田
　
亮

【
林
政
係
長
】松
村
雄
大

軽
野
雅
洋
・
今
川
崇
仁
・
北
村
友
也
・

岡
元
真
美
・
山
内
　
仁
・

宮
﨑
琴
里（
新
規
採
用
）

 

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　   

℡
８
２
-３
８
２
２

農
業
委
員
会
業
務

【
事
務
局
長
】堀
内
浩
二

【
主
　
　
任
】荻
野
雅
則

（
山
内
　
仁
）

 

土
木
建
築
課　

 

℡
８
２
-３
８
０
６

土
木
一
般
、道
路
・
橋
梁
・
排
水
路
、土
木
災

害
復
旧
、公
園
緑
地
、河
川
砂
防
、ダ
ム
周
辺

整
備
な
ど
／
建
築
一
般
、公
共
施
設
、町
営

住
宅
、国
土
利
用
計
画
、都
市
計
画
、空
き
家

の
適
正
管
理
な
ど
／
管
理
一
般
、建
設
一

般
、用
地
買
収
補
償
、外
部
団
体
な
ど
／
農

林
道
整
備
、農
林
業
土
木
事
業
、土
地
改
良

事
業
、農
林
災
害
復
旧
、地
籍
調
査
な
ど

【
課
長
兼
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
推
進
担
当
】

山
内
敏
史

【
課
長
補
佐
】山
下
　
徹

【
土
木
係
長
】井
上
　
芳

【
建
築
係
長
】尾
池
宣
佳

【
管
理
係
長
】大
秦
　
学

【
農
林
事
業
係
長
】忠
田
猛
志

寺
坂
俊
亮
・
中
村
友
紀
・
徳
島
一
輝
・

森
景
祐
貴（
新
規
採
用
）

■
亀
岡
市
派
遣

（
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
推
進
担
当
）

【
主
　
　
任
】西
山
宏
明

福
井
大
晴
・
進
士
聡
志

 

会
計
室
　
　     

℡
８
２
-３
８
０
４

出
納
、指
定
金
融
機
関
、資
金
、物
品
会
計
な
ど

【
会
計
管
理
者
】芦
谷
真
由
美

【
専
門
幹
兼
出
納
係
長
】谷
口
玲
子

今
治
咲
良（
新
規
採
用
）

瑞
穂
支
所

 

地
域
振
興
課
瑞
穂
支
所 

代
表

　
　
　
　
　
　  

℡
８
６
-０
１
５
０

総
務
一
般
、戸
籍
住
民
一
般
、税
務
一
般
、土

木
一
般
、農
林
一
般
、商
工
観
光
一
般
な
ど

【
支
所
長
】北
村
和
正

【
主
　
　
任
】橋
本
賢
二
・
福
本
ゑ
み
子

大
森
し
お
り
・
辻
　
茉
梨
奈
・
正
岡
和
也
・

山
田
和
志（
再
任
用
職
員
）

和
知
支
所

 

地
域
振
興
課
和
知
支
所 

代
表

　
　
　
　
　
　  

℡
８
４
-０
２
０
０

総
務
一
般
、戸
籍
住
民
一
般
、税
務
一
般
、土

木
一
般
、農
林
一
般
、商
工
観
光
一
般
な
ど

【
支
所
長
】出
野
文
隆

【
主
　
　
任
】原
田
結
城
・
井
口
理
恵
・

山
口
知
哉

片
山
　
哲
・
十
倉
隆
英（
再
任
用
職
員
）・

光
枝
三
千
代
（
再
任
用
職
員
）

瑞
穂
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 
健
康
推
進
課
　  

℡
８
６
-１
８
０
０

保
健
一
般
、健
康
診
査
、保
健
事
業
、発
達

支
援
事
業
、感
染
症
及
び
熱
中
症
予
防
、保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
な
ど

【
課
　
　
長
】宇
野
浩
史

【
課
長
補
佐
】保
田
智
子

【
健
康
推
進
係
長
】保
ヶ
部
直
子

【
主
　
　
任
】山
西
博
美
・
石
原
詩
子

三
田
杏
奈
・
長
野
ま
い
・
栗
原
天
音
・

太
田
梨
保
・
佐
原
彩
羽
・

覀
村
　
和（
新
規
採
用
）

 

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　    

℡
８
６
-1
1
2
０

【
セ
ン
タ
ー
長
】（
宇
野
浩
史
）

【
課
長
補
佐
】（
保
田
智
子
）

【
専
門
幹
】藤
田
む
つ
み

国
保
京
丹
波
町
病
院
　

 

医
療
政
策
課     

℡
８
６
-０
２
２
０

病
院
・
診
療
所
及
び
介
護
療
養
型
老
人
保
健

施
設
一
般
、総
合
医
療
政
策
、南
丹
病
院
組

合
な
ど

【
課
　
　
長
】中
野
竜
二

【
課
長
補
佐
】村
山
英
紀

【
医
療
係
長
】（
正
田
智
久
）

 

国
保
京
丹
波
町
病
院

　
　
　
　
　
　   

℡
８
６
-０
２
２
０

外
来
診
療
、入
院
診
療
、居
宅
介
護
支
援
、訪

問
看
護
、訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、地
域
連
携
な
ど

【
院
　
　
長
】垣
田
秀
治

【
副
院
長
】（
庄
林
　
智
）・

瑞
慶
覧
聡
太（
新
規
採
用
）

【
事
務
局
長
】（
中
野
竜
二
）

【
看
護
部
長
】平
田
千
春

【
外
科
部
長
】（
庄
林
　
智
）

【
事
務
局
長
補
佐
】（
村
山
英
紀
）

【
副
看
護
師
長
】田
路
利
恵

【
内
科
医
長
】瑞
慶
覧
友
香（
新
規
採
用
）

【
主
任
薬
剤
師
】熊
谷
　
明

【
主
任
診
療
放
射
線
技
師
】山
内
敏
行

【
主
任
理
学
療
法
士
】森
本
勝
則

【
事
務
主
任
】正
田
智
久

【
主
任
看
護
師
】齋
藤
世
吏
恵
・
高
屋
里
美
・

木
下
樹
里
・
津
田
裕
美

【
医
　
　
師
】藤
田
凱
斗

藤
ノ
井
公
代
・
小
西
賢
治
・
井
爪
直
美
・

伊
藤
正
幸
・
佐
々
木
恭
平
・
麻
田
里
美
・

千
田
司
・
中
村
育
美
・
片
山
比
佐
子
・

小
寺
恵
美
・
稲
元
左
希
子
・
村
上
永
里
子
・

吉
田
恵
理
子
・
山
本
真
紀
・
猪
田
満
枝
・

田
中
美
由
紀
・
梶
本
由
美
子
・
井
尻
友
美
・

野
間
幾
恵
・
四
方
若
菜
・
渡
邊
ま
さ
み
・

山
内
英
美
・
八
木
莉
那
・
松
村
久
美
子
・

上
垣
香
菜
・
北
村
尚
子
・
塩
見
瑞
紀
・

東
達
朗（
新
規
採
用
）・

利
光
祐
子（
新
規
採
用
）・

小
山
み
さ
き（
新
規
採
用
）

和
知
診
療
所

 

和
知
診
療
所

 （
介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設
）

　
　
　
　
　
　

  

℡
８
４
-１
１
１
２　

外
来
診
療
、訪
問
看
護
、訪
問
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
長
期
入
所
、短
期
入
所
な
ど

【
所
　
　
長
】庄
林
　
智

【
事
務
長
】（
藤
井
知
宝
）

【
看
護
師
長
】（
西
山
由
里
）

【
副
看
護
師
長
】（
田
路
利
恵
）

【
理
学
療
法
士
】大
田
有
次

【
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
】（
安
藝
俊
郎
）

津
村
泰
宏
・
栃
下
真
宏
・（
竹
内
美
弥
）・

谷
口
紀
久
恵
・
西
川
智
紀（
新
規
採
用
）

■
介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設

【
施
設
長
】（
庄
林
　
智
）

【
事
務
長
】藤
井
知
宝

【
看
護
師
長
】西
山
由
里

【
副
看
護
師
長
】（
田
路
利
恵
）

【
理
学
療
法
士
】（
大
田
有
次
）

【
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
】安
藝
俊
郎

（
津
村
泰
宏
）・（
栃
下
真
宏
）・

白
波
瀬
小
百
合
・
能
勢
真
由
美
・

竹
内
美
弥
・（
谷
口
紀
久
恵
）・

伏
原
幸
子（
再
任
用
職
員
）・

稲
葉
千
夏（
新
規
採
用
）・

（
西
川
智
紀（
新
規
採
用
））

和
知
歯
科
診
療
所

 

和
知
歯
科
診
療
所

　
　
　
　
　
　     

℡
８
４
-１
１
５
４

外
来
診
療
、訪
問
診
療
な
ど

【
所
　
　
長
】三
浦
博
人

【
事
務
長
】（
藤
井
知
宝
）

【
主
任
歯
科
衛
生
士
】片
山
昭
子

【
専
門
幹
】山
口
秀
子

【
歯
科
衛
生
士
】谷
山
瑞
穂

畑
川
浄
水
場

 

上
下
水
道
課
　 

℡
８
３
-９
１
０
５

浄
化
槽
補
助
金
事
務
な
ど

【
課
　
　
長
】小
松
聖
人

【
課
長
補
佐
】四
方
晴
美

【
上
水
道
係
長
】秋
山
卓
弘

【
下
水
道
係
長
】井
上
和
宏

吉
田
和
晃
・
山
口
菜
央
・
原
澤
奎
伍
・

藤
巻
　
拳
・
木
南
哲
也（
再
任
用
職
員
）・

八
木
悠
登（
新
規
採
用
）

教
育
委
員
会

 

教
育
委
員
会
　  

℡
８
４
-０
０
２
８

教
育
一
般
、教
育
施
設
、教
職
員
人
事
、幼
稚

園
、情
報
教
育
、放
課
後
児
童
健
全
育
成
／

学
校
教
育
、学
校
保
健
／
こ
ど
も
園
管
理
な

ど
／
社
会
教
育
、人
権
教
育
、社
会
体
育
／

文
化
財
、文
化
芸
術
、図
書
室
な
ど

【
教
育
次
長
】岡
本
明
美

■
学
校
教
育
課

【
課
　
　
長
】四
方
妃
佐
子

【
課
長
補
佐
】水
間
和
美
・
長
尾
朋
美

【
総
務
係
長
】山
内
秀
文

【
学
校
教
育
係
長
】野
口
雄
祐

【
こ
ど
も
園
係
長
】山
﨑
紗
也
香

井
上
慎
也
・
軽
尾
彰
人
・
上
田
佳
菜
江
・

浦
井
美
紀（
再
任
用
職
員
）・

竹
内
成
樹（
新
規
採
用
）・

山
本
麻
里
菜（
新
規
採
用
）

■
社
会
教
育
課

【
課
　
　
長
】西
山
直
人

【
課
長
補
佐
】小
原
直
也

【
社
会
教
育
係
長
】坂
本
憲
吾

【
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
長
】小
崎
亮
太

稲
元
　
南
・

堂
本
光
浩（
再
任
用
職
員
）・

梅
原
佐
公（
新
規
採
用
）

 

京
丹
波
町
図
書
館

　
　
　
　
　

    

℡
８
２
-０
9
8
8

図
書
館
の
運
営
な
ど

【
図
書
館
運
営
係
長
】藤
山
明
子

学
校
・
こ
ど
も
園
な
ど

 

た
ん
ば
こ
ど
も
園  

℡
８
２
-０
１
５
１ 

就
学
前
教
育
・
保
育

【
園
　
　
長
】細
見
ル
ミ

【
園
長
補
佐
】小
林
和
子

【
主
　
　
任
】久
保
元
恵
子
・
中
西
靖
浩

森
　
こ
ず
枝
・
田
畑
美
穂
・
井
上
理
沙
・

小
西
愛
紀
・
川
崎
大
誠
・
佐
藤
　
葵
・

後
藤
結
美（
新
規
採
用
）

 

み
ず
ほ
こ
ど
も
園  

℡
８
６
-０
５
７
４

就
学
前
教
育
・
保
育

【
園
　
　
長
】北
村
恵
里
子

【
園
長
補
佐
】小
室
由
紀

【
主
　
　
任
】蒲
生
沙
奈
美

野
口
加
代
里
・
井
上
暁
美
・
越
浦
宏
美
・

野
口
朝
美
・
岩
﨑
花
菜
・

黒
川
生
子（
任
期
付
職
員
）・

西
村
陽
子（
新
規
採
用
）

 

わ
ち
こ
ど
も
園   

℡
８
４
-１
９
２
０

就
学
前
教
育
・
保
育

【
園
　
　
長
】下
村
秀
美

【
園
長
補
佐
】湊
　
玲
奈

【
主
　
　
任
】大
秦
優
子

兵
田
尚
美
・
永
井
　
希
・
高
橋
優
妃
・

山
下
敏
代（
任
期
付
職
員
）

 

蒲
生
野
中
学
校

学
校
用
務
な
ど

【
専
門
幹
】和
田
　
隆

 

給
食
セ
ン
タ
ー

町
内
小
・
中
学
校
の
給
食
調
理
な
ど

【
丹
波
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
】（
四
方
妃
佐
子
）

【
瑞
穂
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
】（
四
方
妃
佐
子
）

【
専
門
幹
】小
林
富
美
子

【
和
知
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
】（
四
方
妃
佐
子
）

合
併
20
周
年
を
経
て
、今
後
は
京
丹
波
町
政
の
歴
史
と
伝
統
を
積
み
上
げ
る
た

め
、適
正
規
模
を
基
軸
と
し
た
課
内
で
の
協
力
体
制
を
強
化
し
ま
す
。加
え
て
、組
織

横
断
的
な
思
考
を
常
に
持
ち
、単
一
的
な
事
業
運
営
で
は
な
く
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方

式
に
よ
る
業
務
遂
行
を
基
本
と
す
る
た
め
、機
構
改
革
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
関
係
人
口
の
創
出
」と「
稼
ぐ
行
政
」の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、内
閣

府
地
方
創
生
推
進
事
務
局
へ
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

実
務
経
験
を
通
し
た
人
材
育
成
と
職
員
の
能
力
開
発
お
よ
び
各
団
体
と
の
連
携
を

図
る
た
め
、引
き
続
き
森
の
京
都
地
域
振
興
社
、船
井
郡
衛
生
管
理
組
合
、京
都
地
方

税
機
構
、亀
岡
市（
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
担
当
）へ
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

09｜NO.246 08

退
職
職
員

3
月
31
日
付
、敬
称
略
。（
　
）は
前
職

栗
林
　
英
治（
産
業
建
設
部
長
兼

丹
波
く
り
再
生
戦
略
担
当
）

浦
井
　
美
紀（
た
ん
ば
こ
ど
も
園
長
）

山
田
　
和
志（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

大
西
　
義
弘（
住
民
課
長
）

村
田
　
弘
之（
上
下
水
道
課
長
）

木
南
　
哲
也（
土
木
建
築
課
専
門
幹
）

西
野
菜
保
子（
健
康
推
進
課
専
門
幹
兼

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
専
門
幹
）

光
枝
三
千
代（
和
知
支
所
支
所
長
補
佐
）

大
西
　
正
美（
国
保
京
丹
波
町
病
院

主
任
看
護
師
）

大
西
　
好
美（
国
保
京
丹
波
町
病
院
看
護
師
）

十
倉
　
克
也（
農
林
振
興
課
主
幹
兼

地
域
資
源
活
用
推
進
係
長
）

上
西
　
貴
幸（
福
祉
支
援
課
課
長
補
佐
）

島
田
　
恵
子（
健
康
推
進
課
課
長
補
佐
）

山
内
里
佳
子（
み
ず
ほ
こ
ど
も
園
園
長
補
佐
）

松
下
　
由
美（
会
計
室
長
）

坂
本
美
佳
子（
会
計
室
出
納
係
長
）

辻
　
　
　
裕（
総
務
課
主
査
）

中
嶋
　
　
諒（
国
保
京
丹
波
町
病
院
医
師
）

濵
岡
　
秀
樹（
国
保
京
丹
波
町
病
院
和
知

歯
科
診
療
所
歯
科
医
師
）

京丹波町では、スピード感を持って横断的な業務推進を図ること、教育・子育て環境の一体感
を整えることなどを目的に、4月1日から組織の改編を行いました。

新設・統合
名称変更となる部署 改編前 改編後

「商工観光課」の改編
商工観光課は「企画経営戦略室」となり
ました。

「企画経営戦略室」を設置
町長直轄組織として新たに「企画経営戦略室」を設置します。行政
の稼ぐ力の向上、関係人口の創出、施策推進に効果的なプロモー
ションの実施など、よりスピード感を高めて業務を進めます。

「企画情報課」の改編
企画情報課は、「企画経営戦略室」「地
域振興課」「デジタル広報課」の3つの
課にわかれました。

「デジタル政策課」の改編
デジタル政策課は「デジタル広報課」と
なりました。

「税務課」の改編

「住民課」の改編

「福祉支援課」の改編

「子育て支援課」の改編

担当部署の変更

「地域振興課」を設置
環境対策に関する業務を住民課から移行し、地域と住民に寄り添
った行政運営を進め、一層の連携強化を図ります。

「デジタル広報課」を設置
広報広聴に関する業務を企画情報課から移行し、行政情報発信の
一元化を図ります。

「総合福祉課」の設置
高齢福祉・障がい者福祉・児童福祉を一括して担います。

「税住民課」の設置
証明業務などの一元化と効率化を図ります。

小
会議室

時間外
窓口

防災会議室

EV

展示
正面玄関

出
入
口

会計室

会
議
室

会議室
会議室

交流ラウンジ
こだち

税住民課 総合
福祉課

デ
ジ
タ
ル
広
報
課

EV

大会議室

議場

総
務
課

農
林
振
興
課

農
業
委
員
会
事
務
局

財
政
課

地
域
振
興
課

企
画
経
営

戦
略
室

土
木
建
築
課

会議室

会議室
会議室

本庁舎
1階

本庁舎
2階

京
丹
波
町
役
場
本
庁         

　
　
　  

℡
８
２
-０
２
０
０（
代
表
）

【
部
長
】松
山
征
義（
総
務
部
長
）

田
中
晋
雄（
健
康
福
祉
部
長
）

堀
　
友
輔（
産
業
建
設
部
長
兼

丹
波
く
り
再
生
戦
略
担
当
）

 

議
会
事
務
局　

℡
８
２
-３
８
０
５

調
査
研
究
、渉
外
、定
例
会
、臨
時
会
、委
員

「こども園」に関する業務を子育て支援課から「教育委員会」に移行し、幼小中における教育環境の充実を図ります。

議会事務局



会
な
ど
／
議
会
一
般
、議
案
な
ど

【
事
務
局
長
】樹
山
敬
子

【
庶
務
係
長
】豊
嶋
裕
美

松
谷
洋
二

 

企
画
経
営
戦
略
室℡

８
２
-３
８
０
9　

各
種
計
画
の
企
画
立
案
、陳
情
・
請
願
、移

住
・
定
住
、人
口
減
少
対
策
、ふ
る
さ
と
納

税
な
ど
／
商
工
業
一
般
、観
光
、タ
ウ
ン
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、各
分
野
の
宣
伝
普

及
全
般
、企
業
の
立
地
推
進
、労
働
行
政
、

鉱
業
な
ど

【
室
　
　
長
】山
下
　
稔

【
室
長
補
佐
】徳
島
康
善
・
下
村
邦
喜

【
経
営
戦
略
係
長
】一
瀬
紳
司

【
経
営
戦
略
係
主
任
】倉
澤
晋
平

【
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係
長
】奥
田
康
平

櫻
井
瑞
希
・
平
井
幹
十
郎
・
森
本
友
香
・

河
村
麟
太
郎（
新
規
採
用
）・

櫻
井
海
音（
新
規
採
用
）

■
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局
派
遣

　
小
島
拓
人

■
森
の
京
都
地
域
振
興
社
派
遣

　
篠
塚
啓
汰

総
務
部  

 

総
務
課　

 　

   

℡
８
２
-３
８
０
０

総
務
一
般
、法
規
、行
政
運
営
、選
挙（
選
挙

管
理
委
員
会
）、訴
訟
賠
償
、公
用
車
運
行

管
理
、監
査
委
員
、固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
な
ど
／
人
事
一
般
、秘
書
、定
数
、任

免
、服
務
・
賞
罰
、給
与
、研
修
、福
利
厚
生
、

職
員
団
体
、公
平
委
員
会
な
ど
／
消
防
防

災
、住
民
安
全
な
ど

【
課
　
　
長
】原
澤
　
洋

【
課
長
補
佐
】堀
　
孝
子
・
西
村
明
美
・

山
内
圭
司

【
総
務
係
長
】片
山
加
奈

【
総
務
係
主
任
】隅
田
和
樹

【
人
事
秘
書
係
長
】瀬
戸
亜
弓

【
危
機
管
理
係
長
】久
保
元
真
一

林
龍
之
介
・
上
田
直
暉
・
川
邉
有
希
乃

 

財
政
課　
　

    

℡
８
２
-３
８
２
０

財
務
一
般
、予
算
・
決
算
、財
源
、起
債
、行
政

改
革
な
ど
／
町
有
財
産
の
管
理
、町
有
地

の
利
活
用
、債
権
等
の
管
理
、入
札
資
格
・

審
査
・
選
定
及
び
入
札
執
行
、指
名
委
員

会
、工
事
請
負
・
業
務
委
託
及
び
物
品
等
の

契
約
、建
設
事
業
等
監
視
委
員
会
、公
共
事

業
再
評
価
委
員
会
、土
木
・
建
築
工
事
等
の

検
査
・
指
導
な
ど

【
課
　
　
長
】山
内
明
宏

【
課
長
補
佐
】野
々
口
慶
司

【
財
政
係
長
】川
勝
千
裕

【
財
産
契
約
係
長
】村
山
裕
信

毛
利
木
哉
・
関
　
幸
大

 

地
域
振
興
課　

℡
８
２
-３
８
0
１　

地
域
づ
く
り
、住
民
自
治
、町
政
要
望
、交

流
事
業
な
ど
／
交
通
一
般
、基
幹
交
通
、バ

ス
事
業
な
ど
／
環
境
衛
生
、船
井
郡
衛
生

管
理
組
合
、環
境
保
全
、埋
火
葬
墓
地
、空

き
地
な
ど

【
課
　
　
長
】小
山
　
潤

【
地
域
支
援
係
長
】髙
見
謙
佑

【
交
通
政
策
係
長
】伴
田
裕
章

【
環
境
係
長
】岡
本
　
淳

【
専
門
幹
】立
垣
孔
嗣（
任
期
付
職
員
）

上
田
さ
く
ら
・
山
﨑
大
智（
新
規
採
用
）

■
船
井
郡
衛
生
管
理
組
合
派
遣

【
主
　
　
任
】森
田
浩
史

 
デ
ジ
タ
ル
広
報
課℡

８
２
-３
８
２
１　

情
報
化
一
般
、情
報
化
施
策
の
企
画
推
進
、

情
報
シ
ス
テ
ム
の
管
理
運
営
、デ
ジ
タ
ル
化
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
な
ど
／
広
報
・
広
聴
一

般
、報
道
機
関
と
の
連
絡
、自
主
放
送
番
組

の
制
作
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
京
丹
波
あ

ん
し
ん
ア
プ
リ
の
管
理
運
営
、統
計
な
ど

【
課
　
　
長
】田
畑
昭
彦

【
デ
ジ
タ
ル
推
進
係
長
】正
田
志
帆

【
広
報
広
聴
係
長
】西
村
公
貴

徳
島
　
詢
・
谷
口
莉
花
・

藤
田
笑
央（
新
規
採
用
）

健
康
福
祉
部

【
健
康
福
祉
部
付
専
門
幹
】中
川
豊

 

税
住
民
課　
　

 

℡
８
２
-３
８
０
3

税
務
一
般
、住
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自

動
車
税
、た
ば
こ
税
、特
別
土
地
保
有
税
な

ど
／
納
税
一
般
、滞
納
整
理
な
ど
／
住
民

一
般
、戸
籍
、住
民
基
本
台
帳
、在
留
関
連
、

印
鑑
登
録
、公
的
個
人
認
証
、災
害
救
助
、

行
旅
病
人
及
び
行
旅
死
亡
人
な
ど
／
国
民

健
康
保
険
一
般
、高
齢
者
医
療
、福
祉
医

療
、国
民
年
金
な
ど
／
人
権
一
般
、住
民
相

談
一
般
、消
費
生
活
な
ど

【
課
　
　
長
】保
田
利
和

【
課
長
補
佐
】上
原
康
宏
・
島
　
文
子
・

長
谷
川
　
真
・
金
江
美
和

【
賦
課
係
長
】石
田
武
史

【
専
門
幹
兼
徴
収
係
長
】豊
嶋
浩
史

【
戸
籍
住
民
係
長
】山
本
美
子

【
保
険
年
金
係
長
】小
池
由
加
里

【
人
権
推
進
係
長
】（
上
原
康
宏
）

小
谷
誠
之
・
細
野
江
梨
子
・
磯
部
由
香
・

山
本
竣
也
・
栗
原
有
希
・
多
野
も
も
か
・

田
中
　
新
・
山
田
あ
か
り（
新
規
採
用
）

■
京
都
地
方
税
機
構
派
遣

【
課
長
補
佐
】大
西
孝
治

藤
田
健
吾
・
木
上
美
由
紀

 
総
合
福
祉
課　

 

℡
８
２
-1
８
０
0

福
祉
一
般
、救
護
援
護
、保
護
、ひ
と
り
親
家

庭
の
福
祉
、障
害
者
福
祉
な
ど
／
介
護
保
険

一
般
、介
護
保
険
給
付
、介
護
認
定
、介
護

保
険
料
、介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
、高

齢
者
福
祉
な
ど
／
子
育
て
支
援
一
般
、児
童

手
当
、放
課
後
児
童
健
全
育
成
な
ど

【
課
　
　
長
】山
内
善
史

【
課
長
補
佐
】小
林
篤
史
・
並
河
直
樹

【
社
会
福
祉
係
長
】輕
尾
圭
造

【
高
齢
福
祉
係
長
】上
西
め
ぐ
み

【
子
育
て
支
援
係
長
】西
河
公
嗣

上
田
侑
希
・
木
上
祐
輔
・
小
畑
詩
織
・

今
川
千
穂
・
橋
本
信
哉
・

竹
島
芽
依（
新
規
採
用
）

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

【
課
長
補
佐
】堀
　
道
枝

【
主
　
　
任
】中
川
早
苗

福
井
朋
美

産
業
建
設
部

 

農
林
振
興
課     

℡
８
２
-３
８
０
８

経
済
一
般
、農
業
、農
地
及
び
農
業
施
設
、

畜
産
な
ど
／
林
業
、森
林
及
び
林
業
施
設
、

地
域
資
源
の
循
環
利
用
な
ど

【
課
　
　
長
】片
山
　
健

【
課
長
補
佐
】竹
村
　
洋

【
農
政
係
長
】森
田
　
亮

【
林
政
係
長
】松
村
雄
大

軽
野
雅
洋
・
今
川
崇
仁
・
北
村
友
也
・

岡
元
真
美
・
山
内
　
仁
・

宮
﨑
琴
里（
新
規
採
用
）

 

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　   

℡
８
２
-３
８
２
２

農
業
委
員
会
業
務

【
事
務
局
長
】堀
内
浩
二

【
主
　
　
任
】荻
野
雅
則

（
山
内
　
仁
）

 

土
木
建
築
課　

 

℡
８
２
-３
８
０
６

土
木
一
般
、道
路
・
橋
梁
・
排
水
路
、土
木
災

害
復
旧
、公
園
緑
地
、河
川
砂
防
、ダ
ム
周
辺

整
備
な
ど
／
建
築
一
般
、公
共
施
設
、町
営

住
宅
、国
土
利
用
計
画
、都
市
計
画
、空
き
家

の
適
正
管
理
な
ど
／
管
理
一
般
、建
設
一

般
、用
地
買
収
補
償
、外
部
団
体
な
ど
／
農

林
道
整
備
、農
林
業
土
木
事
業
、土
地
改
良

事
業
、農
林
災
害
復
旧
、地
籍
調
査
な
ど

【
課
長
兼
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
推
進
担
当
】

山
内
敏
史

【
課
長
補
佐
】山
下
　
徹

【
土
木
係
長
】井
上
　
芳

【
建
築
係
長
】尾
池
宣
佳

【
管
理
係
長
】大
秦
　
学

【
農
林
事
業
係
長
】忠
田
猛
志

寺
坂
俊
亮
・
中
村
友
紀
・
徳
島
一
輝
・

森
景
祐
貴（
新
規
採
用
）

■
亀
岡
市
派
遣

（
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
推
進
担
当
）

【
主
　
　
任
】西
山
宏
明

福
井
大
晴
・
進
士
聡
志

 

会
計
室
　
　     

℡
８
２
-３
８
０
４

出
納
、指
定
金
融
機
関
、資
金
、物
品
会
計
な
ど

【
会
計
管
理
者
】芦
谷
真
由
美

【
専
門
幹
兼
出
納
係
長
】谷
口
玲
子

今
治
咲
良（
新
規
採
用
）

瑞
穂
支
所

 

地
域
振
興
課
瑞
穂
支
所 

代
表

　
　
　
　
　
　  

℡
８
６
-０
１
５
０

総
務
一
般
、戸
籍
住
民
一
般
、税
務
一
般
、土

木
一
般
、農
林
一
般
、商
工
観
光
一
般
な
ど

【
支
所
長
】北
村
和
正

【
主
　
　
任
】橋
本
賢
二
・
福
本
ゑ
み
子

大
森
し
お
り
・
辻
　
茉
梨
奈
・
正
岡
和
也
・

山
田
和
志（
再
任
用
職
員
）

和
知
支
所

 

地
域
振
興
課
和
知
支
所 

代
表

　
　
　
　
　
　  

℡
８
４
-０
２
０
０

総
務
一
般
、戸
籍
住
民
一
般
、税
務
一
般
、土

木
一
般
、農
林
一
般
、商
工
観
光
一
般
な
ど

【
支
所
長
】出
野
文
隆

【
主
　
　
任
】原
田
結
城
・
井
口
理
恵
・

山
口
知
哉

片
山
　
哲
・
十
倉
隆
英（
再
任
用
職
員
）・

光
枝
三
千
代
（
再
任
用
職
員
）

瑞
穂
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

健
康
推
進
課
　  

℡
８
６
-１
８
０
０

保
健
一
般
、健
康
診
査
、保
健
事
業
、発
達

支
援
事
業
、感
染
症
及
び
熱
中
症
予
防
、保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
な
ど

【
課
　
　
長
】宇
野
浩
史

【
課
長
補
佐
】保
田
智
子

【
健
康
推
進
係
長
】保
ヶ
部
直
子

【
主
　
　
任
】山
西
博
美
・
石
原
詩
子

三
田
杏
奈
・
長
野
ま
い
・
栗
原
天
音
・

太
田
梨
保
・
佐
原
彩
羽
・

覀
村
　
和（
新
規
採
用
）

 

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　    

℡
８
６
-1
1
2
０

【
セ
ン
タ
ー
長
】（
宇
野
浩
史
）

【
課
長
補
佐
】（
保
田
智
子
）

【
専
門
幹
】藤
田
む
つ
み

国
保
京
丹
波
町
病
院
　

 

医
療
政
策
課     

℡
８
６
-０
２
２
０

病
院
・
診
療
所
及
び
介
護
療
養
型
老
人
保
健

施
設
一
般
、総
合
医
療
政
策
、南
丹
病
院
組

合
な
ど

【
課
　
　
長
】中
野
竜
二

【
課
長
補
佐
】村
山
英
紀

【
医
療
係
長
】（
正
田
智
久
）

 

国
保
京
丹
波
町
病
院

　
　
　
　
　
　   

℡
８
６
-０
２
２
０

外
来
診
療
、入
院
診
療
、居
宅
介
護
支
援
、訪

問
看
護
、訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、地
域
連
携
な
ど

【
院
　
　
長
】垣
田
秀
治

【
副
院
長
】（
庄
林
　
智
）・

瑞
慶
覧
聡
太（
新
規
採
用
）

【
事
務
局
長
】（
中
野
竜
二
）

【
看
護
部
長
】平
田
千
春

【
外
科
部
長
】（
庄
林
　
智
）

【
事
務
局
長
補
佐
】（
村
山
英
紀
）

【
副
看
護
師
長
】田
路
利
恵

【
内
科
医
長
】瑞
慶
覧
友
香（
新
規
採
用
）

【
主
任
薬
剤
師
】熊
谷
　
明

【
主
任
診
療
放
射
線
技
師
】山
内
敏
行

【
主
任
理
学
療
法
士
】森
本
勝
則

【
事
務
主
任
】正
田
智
久

【
主
任
看
護
師
】齋
藤
世
吏
恵
・
高
屋
里
美
・

木
下
樹
里
・
津
田
裕
美

【
医
　
　
師
】藤
田
凱
斗

藤
ノ
井
公
代
・
小
西
賢
治
・
井
爪
直
美
・

伊
藤
正
幸
・
佐
々
木
恭
平
・
麻
田
里
美
・

千
田
司
・
中
村
育
美
・
片
山
比
佐
子
・

小
寺
恵
美
・
稲
元
左
希
子
・
村
上
永
里
子
・

吉
田
恵
理
子
・
山
本
真
紀
・
猪
田
満
枝
・

田
中
美
由
紀
・
梶
本
由
美
子
・
井
尻
友
美
・

野
間
幾
恵
・
四
方
若
菜
・
渡
邊
ま
さ
み
・

山
内
英
美
・
八
木
莉
那
・
松
村
久
美
子
・

上
垣
香
菜
・
北
村
尚
子
・
塩
見
瑞
紀
・

東
達
朗（
新
規
採
用
）・

利
光
祐
子（
新
規
採
用
）・

小
山
み
さ
き（
新
規
採
用
）

和
知
診
療
所

 

和
知
診
療
所

 （
介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設
）

　
　
　
　
　
　

  

℡
８
４
-１
１
１
２　

外
来
診
療
、訪
問
看
護
、訪
問
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
長
期
入
所
、短
期
入
所
な
ど

【
所
　
　
長
】庄
林
　
智

【
事
務
長
】（
藤
井
知
宝
）

【
看
護
師
長
】（
西
山
由
里
）

【
副
看
護
師
長
】（
田
路
利
恵
）

【
理
学
療
法
士
】大
田
有
次

【
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
】（
安
藝
俊
郎
）

津
村
泰
宏
・
栃
下
真
宏
・（
竹
内
美
弥
）・

谷
口
紀
久
恵
・
西
川
智
紀（
新
規
採
用
）

■
介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設

【
施
設
長
】（
庄
林
　
智
）

【
事
務
長
】藤
井
知
宝

【
看
護
師
長
】西
山
由
里

【
副
看
護
師
長
】（
田
路
利
恵
）

【
理
学
療
法
士
】（
大
田
有
次
）

【
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
】安
藝
俊
郎

（
津
村
泰
宏
）・（
栃
下
真
宏
）・

白
波
瀬
小
百
合
・
能
勢
真
由
美
・

竹
内
美
弥
・（
谷
口
紀
久
恵
）・

伏
原
幸
子（
再
任
用
職
員
）・

稲
葉
千
夏（
新
規
採
用
）・

（
西
川
智
紀（
新
規
採
用
））

和
知
歯
科
診
療
所

 

和
知
歯
科
診
療
所

　
　
　
　
　
　     

℡
８
４
-１
１
５
４

外
来
診
療
、訪
問
診
療
な
ど

【
所
　
　
長
】三
浦
博
人

【
事
務
長
】（
藤
井
知
宝
）

【
主
任
歯
科
衛
生
士
】片
山
昭
子

【
専
門
幹
】山
口
秀
子

【
歯
科
衛
生
士
】谷
山
瑞
穂

畑
川
浄
水
場

 

上
下
水
道
課
　 

℡
８
３
-９
１
０
５

浄
化
槽
補
助
金
事
務
な
ど

【
課
　
　
長
】小
松
聖
人

【
課
長
補
佐
】四
方
晴
美

【
上
水
道
係
長
】秋
山
卓
弘

【
下
水
道
係
長
】井
上
和
宏

吉
田
和
晃
・
山
口
菜
央
・
原
澤
奎
伍
・

藤
巻
　
拳
・
木
南
哲
也（
再
任
用
職
員
）・

八
木
悠
登（
新
規
採
用
）

教
育
委
員
会

 

教
育
委
員
会
　  

℡
８
４
-０
０
２
８

教
育
一
般
、教
育
施
設
、教
職
員
人
事
、幼
稚

園
、情
報
教
育
、放
課
後
児
童
健
全
育
成
／

学
校
教
育
、学
校
保
健
／
こ
ど
も
園
管
理
な

ど
／
社
会
教
育
、人
権
教
育
、社
会
体
育
／

文
化
財
、文
化
芸
術
、図
書
室
な
ど

【
教
育
次
長
】岡
本
明
美

■
学
校
教
育
課

【
課
　
　
長
】四
方
妃
佐
子

【
課
長
補
佐
】水
間
和
美
・
長
尾
朋
美

【
総
務
係
長
】山
内
秀
文

【
学
校
教
育
係
長
】野
口
雄
祐

【
こ
ど
も
園
係
長
】山
﨑
紗
也
香

井
上
慎
也
・
軽
尾
彰
人
・
上
田
佳
菜
江
・

浦
井
美
紀（
再
任
用
職
員
）・

竹
内
成
樹（
新
規
採
用
）・

山
本
麻
里
菜（
新
規
採
用
）

■
社
会
教
育
課

【
課
　
　
長
】西
山
直
人

【
課
長
補
佐
】小
原
直
也

【
社
会
教
育
係
長
】坂
本
憲
吾

【
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
長
】小
崎
亮
太

稲
元
　
南
・

堂
本
光
浩（
再
任
用
職
員
）・

梅
原
佐
公（
新
規
採
用
）

 

京
丹
波
町
図
書
館

　
　
　
　
　

    

℡
８
２
-０
9
8
8

図
書
館
の
運
営
な
ど

【
図
書
館
運
営
係
長
】藤
山
明
子

学
校
・
こ
ど
も
園
な
ど

 

た
ん
ば
こ
ど
も
園  

℡
８
２
-０
１
５
１ 

就
学
前
教
育
・
保
育

【
園
　
　
長
】細
見
ル
ミ

【
園
長
補
佐
】小
林
和
子

【
主
　
　
任
】久
保
元
恵
子
・
中
西
靖
浩

森
　
こ
ず
枝
・
田
畑
美
穂
・
井
上
理
沙
・

小
西
愛
紀
・
川
崎
大
誠
・
佐
藤
　
葵
・

後
藤
結
美（
新
規
採
用
）

 

み
ず
ほ
こ
ど
も
園  

℡
８
６
-０
５
７
４

就
学
前
教
育
・
保
育

【
園
　
　
長
】北
村
恵
里
子

【
園
長
補
佐
】小
室
由
紀

【
主
　
　
任
】蒲
生
沙
奈
美

野
口
加
代
里
・
井
上
暁
美
・
越
浦
宏
美
・

野
口
朝
美
・
岩
﨑
花
菜
・

黒
川
生
子（
任
期
付
職
員
）・

西
村
陽
子（
新
規
採
用
）

 

わ
ち
こ
ど
も
園   

℡
８
４
-１
９
２
０

就
学
前
教
育
・
保
育

【
園
　
　
長
】下
村
秀
美

【
園
長
補
佐
】湊
　
玲
奈

【
主
　
　
任
】大
秦
優
子

兵
田
尚
美
・
永
井
　
希
・
高
橋
優
妃
・

山
下
敏
代（
任
期
付
職
員
）

 

蒲
生
野
中
学
校

学
校
用
務
な
ど

【
専
門
幹
】和
田
　
隆

 

給
食
セ
ン
タ
ー

町
内
小
・
中
学
校
の
給
食
調
理
な
ど

【
丹
波
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
】（
四
方
妃
佐
子
）

【
瑞
穂
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
】（
四
方
妃
佐
子
）

【
専
門
幹
】小
林
富
美
子

【
和
知
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
】（
四
方
妃
佐
子
）

11｜NO.246 10

退
職
職
員

3
月
31
日
付
、敬
称
略
。（
　
）は
前
職

栗
林
　
英
治（
産
業
建
設
部
長
兼

丹
波
く
り
再
生
戦
略
担
当
）

浦
井
　
美
紀（
た
ん
ば
こ
ど
も
園
長
）

山
田
　
和
志（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

大
西
　
義
弘（
住
民
課
長
）

村
田
　
弘
之（
上
下
水
道
課
長
）

木
南
　
哲
也（
土
木
建
築
課
専
門
幹
）

西
野
菜
保
子（
健
康
推
進
課
専
門
幹
兼

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
専
門
幹
）

光
枝
三
千
代（
和
知
支
所
支
所
長
補
佐
）

大
西
　
正
美（
国
保
京
丹
波
町
病
院

主
任
看
護
師
）

大
西
　
好
美（
国
保
京
丹
波
町
病
院
看
護
師
）

十
倉
　
克
也（
農
林
振
興
課
主
幹
兼

地
域
資
源
活
用
推
進
係
長
）

上
西
　
貴
幸（
福
祉
支
援
課
課
長
補
佐
）

島
田
　
恵
子（
健
康
推
進
課
課
長
補
佐
）

山
内
里
佳
子（
み
ず
ほ
こ
ど
も
園
園
長
補
佐
）

松
下
　
由
美（
会
計
室
長
）

坂
本
美
佳
子（
会
計
室
出
納
係
長
）

辻
　
　
　
裕（
総
務
課
主
査
）

中
嶋
　
　
諒（
国
保
京
丹
波
町
病
院
医
師
）

濵
岡
　
秀
樹（
国
保
京
丹
波
町
病
院
和
知

歯
科
診
療
所
歯
科
医
師
）

京
丹
波
町
役
場
本
庁         

　
　
　  

℡
８
２
-０
２
０
０（
代
表
）

【
部
長
】松
山
征
義（
総
務
部
長
）

田
中
晋
雄（
健
康
福
祉
部
長
）

堀
　
友
輔（
産
業
建
設
部
長
兼

丹
波
く
り
再
生
戦
略
担
当
）

 

議
会
事
務
局　

℡
８
２
-３
８
０
５

調
査
研
究
、渉
外
、定
例
会
、臨
時
会
、委
員



京丹波町図書館 5月のイベント

京丹波町図書館

イベント情報 https://www.town.kyotamba.kyoto.jp/kakukakarasagasu/
kyoikuiinkai_shakaikyoikuka/gyomuannai/library/8279.html

◀
京丹波町
図書館イベント
情報はこちら

※日曜は、こだち図書以外休館です。また、月曜、祝日および毎月最終
木曜日は、全館休館です。その他、臨時休館などのお知らせは、京丹
波あんしんアプリで配信します。

イベント 京丹波町図書館への問合せ

中央館（京丹波町中央公民館2階）
午前9時～午後5時　℡0771-82-0255

こだち図書（役場本庁舎1階交流ラウンジ内）
火・水・金　午前9時～午後7時　
木・土・日　午前９時～午後5時　℡0771-82-3850

瑞穂分館（山村開発センターみずほ１階）
午前9時～午後5時　℡0771-88-0506

和知分館（和知ふれあいセンター1階）
午前10時～午後6時　℡0771-84-2081

☆おとなのためのたのしむ音読　中央館
5月22日（金）　午後1時30分～2時30分
　声を合わせてみんなで音読をします。

☆ちいさいこのおはなし会　中央館
5月27日（水）　午前10時30分～11時
手遊びや紙芝居、絵本の読み聞かせなどを行います。

考
え
る
×
つ
く
る
×
あ
そ
ぶ
！

は
じ
め
て
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
づ
く
り

I/O
編
集
部 

編
集
／
工
学
社

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
解
体
新
書

キ
ユ
ー
ピ
ー
株
式
会
社 

監
修

／
Ｃ
Ｅ
メ
デ
ィ
ア
ハ
ウ
ス

ホ
ー
ム
レ
ス
夫
婦
、

「
塩
の
道
」１
０
１
４
キ
ロ
を
歩
く

レ
イ
ナ
ー
・
ウ
ィ
ン 

著
／
い
そ
っ
ぷ
社

星
に
名
前
を
つ
け
る
な
ら

出
雲 

晶
子 

著
／
オ
ー
ム
社

ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー

鏡
の
世
界
へ
の
旅

ナ
オ
ミ
・
ク
ラ
イ
ン 

著
／
岩
波
書
店

世
界
で
一
番
美
し
い

ネ
コ
が
い
る
風
景

岩
合 

光
昭 

著
／
誠
文
堂
新
光
社

行
先
は
未
定
で
す

谷
川 

俊
太
郎 

著
／
朝
日
新
聞
出
版

雷
電

梶 

よ
う
子 

著
／
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

人
は
な
ぜ
記
憶
す
る
の
か

チ
ャ
ラ
ン・ラ
ン
ガ
ナ
ス 

著
／
早
川
書
房

ほ
か
に
も
続
々
入
荷
中

新しい本

瑞穂小学校3年生が瑞穂分館を盛り上げるために「瑞
穂分館利用者もりもりプロジェクト」と題して、総合学習
に取り組まれました。司書と話し合いを重ね、3月12日
（木）瑞穂分館で、看板やポスターの掲示、スタンプカード
や折り紙のお土産などを設置してくださいました。また、
児童の皆さんのアイデアで、図書館の新しいキャラクター
「かいかちゃん」が生まれました。

「瑞穂小学校3年生の皆さんの
アイデアが実現しました」

「集団浅慮」
「優秀だった男たち」はなぜ道を誤るのか？

古賀 史健 著／ダイヤモンド社

フジテレビ問題が明らかにし
た、日本企業の“最大の病”とそ
の処方箋。「自分は差別もハラス
メントもしていない」という人に
こそ読んで欲しい、誰もが尊重
され、安心して働ける組織をつく
るためのガイドブック。

「東山魁夷 絵と写真の秘密」
ドイツ・オーストリアの心の旅
松本 猛 著／コールサック社

東山魁夷がドイツ・オーストリアを旅して描いた
絵の元になった風景をた
どる。写真と変わらない正
確な構図でありながら夢
の中のような空気を纏う絵
に、魁夷が見ていた世界を
追体験する1冊です。

おすすめの本

会
な
ど
／
議
会
一
般
、議
案
な
ど

【
事
務
局
長
】樹
山
敬
子

【
庶
務
係
長
】豊
嶋
裕
美

松
谷
洋
二

 

企
画
経
営
戦
略
室℡

８
２
-３
８
０
9　

各
種
計
画
の
企
画
立
案
、陳
情
・
請
願
、移

住
・
定
住
、人
口
減
少
対
策
、ふ
る
さ
と
納

税
な
ど
／
商
工
業
一
般
、観
光
、タ
ウ
ン
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、各
分
野
の
宣
伝
普

及
全
般
、企
業
の
立
地
推
進
、労
働
行
政
、

鉱
業
な
ど

【
室
　
　
長
】山
下
　
稔

【
室
長
補
佐
】徳
島
康
善
・
下
村
邦
喜

【
経
営
戦
略
係
長
】一
瀬
紳
司

【
経
営
戦
略
係
主
任
】倉
澤
晋
平

【
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係
長
】奥
田
康
平

櫻
井
瑞
希
・
平
井
幹
十
郎
・
森
本
友
香
・

河
村
麟
太
郎（
新
規
採
用
）・

櫻
井
海
音（
新
規
採
用
）

■
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局
派
遣

　
小
島
拓
人

■
森
の
京
都
地
域
振
興
社
派
遣

　
篠
塚
啓
汰

総
務
部  

 

総
務
課　

 　

   

℡
８
２
-３
８
０
０

総
務
一
般
、法
規
、行
政
運
営
、選
挙（
選
挙

管
理
委
員
会
）、訴
訟
賠
償
、公
用
車
運
行

管
理
、監
査
委
員
、固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
な
ど
／
人
事
一
般
、秘
書
、定
数
、任

免
、服
務
・
賞
罰
、給
与
、研
修
、福
利
厚
生
、

職
員
団
体
、公
平
委
員
会
な
ど
／
消
防
防

災
、住
民
安
全
な
ど

【
課
　
　
長
】原
澤
　
洋

【
課
長
補
佐
】堀
　
孝
子
・
西
村
明
美
・

山
内
圭
司

【
総
務
係
長
】片
山
加
奈

【
総
務
係
主
任
】隅
田
和
樹

【
人
事
秘
書
係
長
】瀬
戸
亜
弓

【
危
機
管
理
係
長
】久
保
元
真
一

林
龍
之
介
・
上
田
直
暉
・
川
邉
有
希
乃

 

財
政
課　
　

    

℡
８
２
-３
８
２
０

財
務
一
般
、予
算
・
決
算
、財
源
、起
債
、行
政

改
革
な
ど
／
町
有
財
産
の
管
理
、町
有
地

の
利
活
用
、債
権
等
の
管
理
、入
札
資
格
・

審
査
・
選
定
及
び
入
札
執
行
、指
名
委
員

会
、工
事
請
負
・
業
務
委
託
及
び
物
品
等
の

契
約
、建
設
事
業
等
監
視
委
員
会
、公
共
事

業
再
評
価
委
員
会
、土
木
・
建
築
工
事
等
の

検
査
・
指
導
な
ど

【
課
　
　
長
】山
内
明
宏

【
課
長
補
佐
】野
々
口
慶
司

【
財
政
係
長
】川
勝
千
裕

【
財
産
契
約
係
長
】村
山
裕
信

毛
利
木
哉
・
関
　
幸
大

 

地
域
振
興
課　

℡
８
２
-３
８
0
１　

地
域
づ
く
り
、住
民
自
治
、町
政
要
望
、交

流
事
業
な
ど
／
交
通
一
般
、基
幹
交
通
、バ

ス
事
業
な
ど
／
環
境
衛
生
、船
井
郡
衛
生

管
理
組
合
、環
境
保
全
、埋
火
葬
墓
地
、空

き
地
な
ど

【
課
　
　
長
】小
山
　
潤

【
地
域
支
援
係
長
】髙
見
謙
佑

【
交
通
政
策
係
長
】伴
田
裕
章

【
環
境
係
長
】岡
本
　
淳

【
専
門
幹
】立
垣
孔
嗣（
任
期
付
職
員
）

上
田
さ
く
ら
・
山
﨑
大
智（
新
規
採
用
）

■
船
井
郡
衛
生
管
理
組
合
派
遣

【
主
　
　
任
】森
田
浩
史

 

デ
ジ
タ
ル
広
報
課℡

８
２
-３
８
２
１　

情
報
化
一
般
、情
報
化
施
策
の
企
画
推
進
、

情
報
シ
ス
テ
ム
の
管
理
運
営
、デ
ジ
タ
ル
化
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
な
ど
／
広
報
・
広
聴
一

般
、報
道
機
関
と
の
連
絡
、自
主
放
送
番
組

の
制
作
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
京
丹
波
あ

ん
し
ん
ア
プ
リ
の
管
理
運
営
、統
計
な
ど

【
課
　
　
長
】田
畑
昭
彦

【
デ
ジ
タ
ル
推
進
係
長
】正
田
志
帆

【
広
報
広
聴
係
長
】西
村
公
貴

徳
島
　
詢
・
谷
口
莉
花
・

藤
田
笑
央（
新
規
採
用
）

健
康
福
祉
部

【
健
康
福
祉
部
付
専
門
幹
】中
川
豊

 

税
住
民
課　
　

 

℡
８
２
-３
８
０
3

税
務
一
般
、住
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自

動
車
税
、た
ば
こ
税
、特
別
土
地
保
有
税
な

ど
／
納
税
一
般
、滞
納
整
理
な
ど
／
住
民

一
般
、戸
籍
、住
民
基
本
台
帳
、在
留
関
連
、

印
鑑
登
録
、公
的
個
人
認
証
、災
害
救
助
、

行
旅
病
人
及
び
行
旅
死
亡
人
な
ど
／
国
民

健
康
保
険
一
般
、高
齢
者
医
療
、福
祉
医

療
、国
民
年
金
な
ど
／
人
権
一
般
、住
民
相

談
一
般
、消
費
生
活
な
ど

【
課
　
　
長
】保
田
利
和

【
課
長
補
佐
】上
原
康
宏
・
島
　
文
子
・

長
谷
川
　
真
・
金
江
美
和

【
賦
課
係
長
】石
田
武
史

【
専
門
幹
兼
徴
収
係
長
】豊
嶋
浩
史

【
戸
籍
住
民
係
長
】山
本
美
子

【
保
険
年
金
係
長
】小
池
由
加
里

【
人
権
推
進
係
長
】（
上
原
康
宏
）

小
谷
誠
之
・
細
野
江
梨
子
・
磯
部
由
香
・

山
本
竣
也
・
栗
原
有
希
・
多
野
も
も
か
・

田
中
　
新
・
山
田
あ
か
り（
新
規
採
用
）

■
京
都
地
方
税
機
構
派
遣

【
課
長
補
佐
】大
西
孝
治

藤
田
健
吾
・
木
上
美
由
紀

 

総
合
福
祉
課　

 

℡
８
２
-1
８
０
0

福
祉
一
般
、救
護
援
護
、保
護
、ひ
と
り
親
家

庭
の
福
祉
、障
害
者
福
祉
な
ど
／
介
護
保
険

一
般
、介
護
保
険
給
付
、介
護
認
定
、介
護

保
険
料
、介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
、高

齢
者
福
祉
な
ど
／
子
育
て
支
援
一
般
、児
童

手
当
、放
課
後
児
童
健
全
育
成
な
ど

【
課
　
　
長
】山
内
善
史

【
課
長
補
佐
】小
林
篤
史
・
並
河
直
樹

【
社
会
福
祉
係
長
】輕
尾
圭
造

【
高
齢
福
祉
係
長
】上
西
め
ぐ
み

【
子
育
て
支
援
係
長
】西
河
公
嗣

上
田
侑
希
・
木
上
祐
輔
・
小
畑
詩
織
・

今
川
千
穂
・
橋
本
信
哉
・

竹
島
芽
依（
新
規
採
用
）

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

【
課
長
補
佐
】堀
　
道
枝

【
主
　
　
任
】中
川
早
苗

福
井
朋
美

産
業
建
設
部

 

農
林
振
興
課     

℡
８
２
-３
８
０
８

経
済
一
般
、農
業
、農
地
及
び
農
業
施
設
、

畜
産
な
ど
／
林
業
、森
林
及
び
林
業
施
設
、

地
域
資
源
の
循
環
利
用
な
ど

【
課
　
　
長
】片
山
　
健

【
課
長
補
佐
】竹
村
　
洋

【
農
政
係
長
】森
田
　
亮

【
林
政
係
長
】松
村
雄
大

軽
野
雅
洋
・
今
川
崇
仁
・
北
村
友
也
・

岡
元
真
美
・
山
内
　
仁
・

宮
﨑
琴
里（
新
規
採
用
）

 

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　   

℡
８
２
-３
８
２
２

農
業
委
員
会
業
務

【
事
務
局
長
】堀
内
浩
二

【
主
　
　
任
】荻
野
雅
則

（
山
内
　
仁
）

 

土
木
建
築
課　

 

℡
８
２
-３
８
０
６

土
木
一
般
、道
路
・
橋
梁
・
排
水
路
、土
木
災

害
復
旧
、公
園
緑
地
、河
川
砂
防
、ダ
ム
周
辺

整
備
な
ど
／
建
築
一
般
、公
共
施
設
、町
営

住
宅
、国
土
利
用
計
画
、都
市
計
画
、空
き
家

の
適
正
管
理
な
ど
／
管
理
一
般
、建
設
一

般
、用
地
買
収
補
償
、外
部
団
体
な
ど
／
農

林
道
整
備
、農
林
業
土
木
事
業
、土
地
改
良

事
業
、農
林
災
害
復
旧
、地
籍
調
査
な
ど

【
課
長
兼
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
推
進
担
当
】

山
内
敏
史

【
課
長
補
佐
】山
下
　
徹

【
土
木
係
長
】井
上
　
芳

【
建
築
係
長
】尾
池
宣
佳

【
管
理
係
長
】大
秦
　
学

【
農
林
事
業
係
長
】忠
田
猛
志

寺
坂
俊
亮
・
中
村
友
紀
・
徳
島
一
輝
・

森
景
祐
貴（
新
規
採
用
）

■
亀
岡
市
派
遣

（
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
推
進
担
当
）

【
主
　
　
任
】西
山
宏
明

福
井
大
晴
・
進
士
聡
志

 

会
計
室
　
　     

℡
８
２
-３
８
０
４

出
納
、指
定
金
融
機
関
、資
金
、物
品
会
計
な
ど

【
会
計
管
理
者
】芦
谷
真
由
美

【
専
門
幹
兼
出
納
係
長
】谷
口
玲
子

今
治
咲
良（
新
規
採
用
）

瑞
穂
支
所

 

地
域
振
興
課
瑞
穂
支
所 

代
表

　
　
　
　
　
　  

℡
８
６
-０
１
５
０

総
務
一
般
、戸
籍
住
民
一
般
、税
務
一
般
、土

木
一
般
、農
林
一
般
、商
工
観
光
一
般
な
ど

【
支
所
長
】北
村
和
正

【
主
　
　
任
】橋
本
賢
二
・
福
本
ゑ
み
子

大
森
し
お
り
・
辻
　
茉
梨
奈
・
正
岡
和
也
・

山
田
和
志（
再
任
用
職
員
）

和
知
支
所

 

地
域
振
興
課
和
知
支
所 

代
表

　
　
　
　
　
　  

℡
８
４
-０
２
０
０

総
務
一
般
、戸
籍
住
民
一
般
、税
務
一
般
、土

木
一
般
、農
林
一
般
、商
工
観
光
一
般
な
ど

【
支
所
長
】出
野
文
隆

【
主
　
　
任
】原
田
結
城
・
井
口
理
恵
・

山
口
知
哉

片
山
　
哲
・
十
倉
隆
英（
再
任
用
職
員
）・

光
枝
三
千
代
（
再
任
用
職
員
）

瑞
穂
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

健
康
推
進
課
　  

℡
８
６
-１
８
０
０

保
健
一
般
、健
康
診
査
、保
健
事
業
、発
達

支
援
事
業
、感
染
症
及
び
熱
中
症
予
防
、保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
な
ど

【
課
　
　
長
】宇
野
浩
史

【
課
長
補
佐
】保
田
智
子

【
健
康
推
進
係
長
】保
ヶ
部
直
子

【
主
　
　
任
】山
西
博
美
・
石
原
詩
子

三
田
杏
奈
・
長
野
ま
い
・
栗
原
天
音
・

太
田
梨
保
・
佐
原
彩
羽
・

覀
村
　
和（
新
規
採
用
）

 

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　    

℡
８
６
-1
1
2
０

【
セ
ン
タ
ー
長
】（
宇
野
浩
史
）

【
課
長
補
佐
】（
保
田
智
子
）

【
専
門
幹
】藤
田
む
つ
み

国
保
京
丹
波
町
病
院
　

 

医
療
政
策
課     

℡
８
６
-０
２
２
０

病
院
・
診
療
所
及
び
介
護
療
養
型
老
人
保
健

施
設
一
般
、総
合
医
療
政
策
、南
丹
病
院
組

合
な
ど

【
課
　
　
長
】中
野
竜
二

【
課
長
補
佐
】村
山
英
紀

【
医
療
係
長
】（
正
田
智
久
）

 

国
保
京
丹
波
町
病
院

　
　
　
　
　
　   

℡
８
６
-０
２
２
０

外
来
診
療
、入
院
診
療
、居
宅
介
護
支
援
、訪

問
看
護
、訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、地
域
連
携
な
ど

【
院
　
　
長
】垣
田
秀
治

【
副
院
長
】（
庄
林
　
智
）・

瑞
慶
覧
聡
太（
新
規
採
用
）

【
事
務
局
長
】（
中
野
竜
二
）

【
看
護
部
長
】平
田
千
春

【
外
科
部
長
】（
庄
林
　
智
）

【
事
務
局
長
補
佐
】（
村
山
英
紀
）

【
副
看
護
師
長
】田
路
利
恵

【
内
科
医
長
】瑞
慶
覧
友
香（
新
規
採
用
）

【
主
任
薬
剤
師
】熊
谷
　
明

【
主
任
診
療
放
射
線
技
師
】山
内
敏
行

【
主
任
理
学
療
法
士
】森
本
勝
則

【
事
務
主
任
】正
田
智
久

【
主
任
看
護
師
】齋
藤
世
吏
恵
・
高
屋
里
美
・

木
下
樹
里
・
津
田
裕
美

【
医
　
　
師
】藤
田
凱
斗

藤
ノ
井
公
代
・
小
西
賢
治
・
井
爪
直
美
・

伊
藤
正
幸
・
佐
々
木
恭
平
・
麻
田
里
美
・

千
田
司
・
中
村
育
美
・
片
山
比
佐
子
・

小
寺
恵
美
・
稲
元
左
希
子
・
村
上
永
里
子
・

吉
田
恵
理
子
・
山
本
真
紀
・
猪
田
満
枝
・

田
中
美
由
紀
・
梶
本
由
美
子
・
井
尻
友
美
・

野
間
幾
恵
・
四
方
若
菜
・
渡
邊
ま
さ
み
・

山
内
英
美
・
八
木
莉
那
・
松
村
久
美
子
・

上
垣
香
菜
・
北
村
尚
子
・
塩
見
瑞
紀
・

東
達
朗（
新
規
採
用
）・

利
光
祐
子（
新
規
採
用
）・

小
山
み
さ
き（
新
規
採
用
）

和
知
診
療
所

 

和
知
診
療
所

 （
介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設
）

　
　
　
　
　
　

  

℡
８
４
-１
１
１
２　

外
来
診
療
、訪
問
看
護
、訪
問
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
長
期
入
所
、短
期
入
所
な
ど

【
所
　
　
長
】庄
林
　
智

【
事
務
長
】（
藤
井
知
宝
）

【
看
護
師
長
】（
西
山
由
里
）

【
副
看
護
師
長
】（
田
路
利
恵
）

【
理
学
療
法
士
】大
田
有
次

【
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
】（
安
藝
俊
郎
）

津
村
泰
宏
・
栃
下
真
宏
・（
竹
内
美
弥
）・

谷
口
紀
久
恵
・
西
川
智
紀（
新
規
採
用
）

■
介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設

【
施
設
長
】（
庄
林
　
智
）

【
事
務
長
】藤
井
知
宝

【
看
護
師
長
】西
山
由
里

【
副
看
護
師
長
】（
田
路
利
恵
）

【
理
学
療
法
士
】（
大
田
有
次
）

【
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
】安
藝
俊
郎

（
津
村
泰
宏
）・（
栃
下
真
宏
）・

白
波
瀬
小
百
合
・
能
勢
真
由
美
・

竹
内
美
弥
・（
谷
口
紀
久
恵
）・

伏
原
幸
子（
再
任
用
職
員
）・

稲
葉
千
夏（
新
規
採
用
）・

（
西
川
智
紀（
新
規
採
用
））

和
知
歯
科
診
療
所

 

和
知
歯
科
診
療
所

　
　
　
　
　
　     

℡
８
４
-１
１
５
４

外
来
診
療
、訪
問
診
療
な
ど

【
所
　
　
長
】三
浦
博
人

【
事
務
長
】（
藤
井
知
宝
）

【
主
任
歯
科
衛
生
士
】片
山
昭
子

【
専
門
幹
】山
口
秀
子

【
歯
科
衛
生
士
】谷
山
瑞
穂

畑
川
浄
水
場

 

上
下
水
道
課
　 

℡
８
３
-９
１
０
５

浄
化
槽
補
助
金
事
務
な
ど

【
課
　
　
長
】小
松
聖
人

【
課
長
補
佐
】四
方
晴
美

【
上
水
道
係
長
】秋
山
卓
弘

【
下
水
道
係
長
】井
上
和
宏

吉
田
和
晃
・
山
口
菜
央
・
原
澤
奎
伍
・

藤
巻
　
拳
・
木
南
哲
也（
再
任
用
職
員
）・

八
木
悠
登（
新
規
採
用
）

教
育
委
員
会

 

教
育
委
員
会
　  

℡
８
４
-０
０
２
８

教
育
一
般
、教
育
施
設
、教
職
員
人
事
、幼
稚

園
、情
報
教
育
、放
課
後
児
童
健
全
育
成
／

学
校
教
育
、学
校
保
健
／
こ
ど
も
園
管
理
な

ど
／
社
会
教
育
、人
権
教
育
、社
会
体
育
／

文
化
財
、文
化
芸
術
、図
書
室
な
ど

【
教
育
次
長
】岡
本
明
美

■
学
校
教
育
課

【
課
　
　
長
】四
方
妃
佐
子

【
課
長
補
佐
】水
間
和
美
・
長
尾
朋
美

【
総
務
係
長
】山
内
秀
文

【
学
校
教
育
係
長
】野
口
雄
祐

【
こ
ど
も
園
係
長
】山
﨑
紗
也
香

井
上
慎
也
・
軽
尾
彰
人
・
上
田
佳
菜
江
・

浦
井
美
紀（
再
任
用
職
員
）・

竹
内
成
樹（
新
規
採
用
）・

山
本
麻
里
菜（
新
規
採
用
）

■
社
会
教
育
課

【
課
　
　
長
】西
山
直
人

【
課
長
補
佐
】小
原
直
也

【
社
会
教
育
係
長
】坂
本
憲
吾

【
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
長
】小
崎
亮
太

稲
元
　
南
・

堂
本
光
浩（
再
任
用
職
員
）・

梅
原
佐
公（
新
規
採
用
）

 

京
丹
波
町
図
書
館

　
　
　
　
　

    

℡
８
２
-０
9
8
8

図
書
館
の
運
営
な
ど

【
図
書
館
運
営
係
長
】藤
山
明
子

学
校
・
こ
ど
も
園
な
ど

 

た
ん
ば
こ
ど
も
園  

℡
８
２
-０
１
５
１ 

就
学
前
教
育
・
保
育

【
園
　
　
長
】細
見
ル
ミ

【
園
長
補
佐
】小
林
和
子

【
主
　
　
任
】久
保
元
恵
子
・
中
西
靖
浩

森
　
こ
ず
枝
・
田
畑
美
穂
・
井
上
理
沙
・

小
西
愛
紀
・
川
崎
大
誠
・
佐
藤
　
葵
・

後
藤
結
美（
新
規
採
用
）

 

み
ず
ほ
こ
ど
も
園  

℡
８
６
-０
５
７
４

就
学
前
教
育
・
保
育

【
園
　
　
長
】北
村
恵
里
子

【
園
長
補
佐
】小
室
由
紀

【
主
　
　
任
】蒲
生
沙
奈
美

野
口
加
代
里
・
井
上
暁
美
・
越
浦
宏
美
・

野
口
朝
美
・
岩
﨑
花
菜
・

黒
川
生
子（
任
期
付
職
員
）・

西
村
陽
子（
新
規
採
用
）

 

わ
ち
こ
ど
も
園   

℡
８
４
-１
９
２
０

就
学
前
教
育
・
保
育

【
園
　
　
長
】下
村
秀
美

【
園
長
補
佐
】湊
　
玲
奈

【
主
　
　
任
】大
秦
優
子

兵
田
尚
美
・
永
井
　
希
・
高
橋
優
妃
・

山
下
敏
代（
任
期
付
職
員
）

 

蒲
生
野
中
学
校

学
校
用
務
な
ど

【
専
門
幹
】和
田
　
隆

 
給
食
セ
ン
タ
ー

町
内
小
・
中
学
校
の
給
食
調
理
な
ど

【
丹
波
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
】（
四
方
妃
佐
子
）

【
瑞
穂
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
】（
四
方
妃
佐
子
）

【
専
門
幹
】小
林
富
美
子

【
和
知
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
】（
四
方
妃
佐
子
）
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退
職
職
員

3
月
31
日
付
、敬
称
略
。（
　
）は
前
職

栗
林
　
英
治（
産
業
建
設
部
長
兼

丹
波
く
り
再
生
戦
略
担
当
）

浦
井
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税・案内

お知らせ版広報
京丹波平日の日中に来庁が困難な方は、この機会をご利用

ください。
●窓口開設日
税住民課　5月7日（木）、5月21日（木）
瑞穂支所　5月14日（木）
和知支所　4月23日（木）、5月28日（木）

※毎月第1・3木曜日に税住民課、第2木曜日に瑞穂支所、
第4木曜日に和知支所で開設（祝日、年末年始は除く）。

●開設時間　午後5時30分～午後7時
●取扱内容　
・マイナンバーカード交付
・マイナンバーカード電子証明書更新、暗証番号初期化
・証明書交付（住民票の写し、住民票記載事項証明書、
印鑑登録証明書）
・印鑑登録
※原則予約不要。ただし、マイナンバーカード交付通知書
（はがき）に記載の交付場所と異なる窓口でのカード交
付を希望される方は、開設日の前々日（閉庁日除く）ま
でに予約してください。

※マイナンバーカード交付申請サポートは行なっていま
せん。申請サポートを希望される方は、平日の開庁時間
内（午前8時30分～午後5時15分）に税住民課または支
所へお越しください。

※広域交付住民票、戸籍関係、税関係の証明書などは発
行できません。

※住民異動届（転入・転出など）や健康保険の届出、町税
の納付などはできません。

※来庁者多数の場合は、お断りする場合があります。

問・予約：税住民課　℡82－3803
瑞穂支所　℡86－0150
和知支所　℡84－0200

マイナンバーカード等交付夜間窓口

町税などの納期限

納期限：4月30日（木）
●軽自動車税　全期分
●国民健康保険税（普通徴収・第1期分）
　問：税住民課　℡82－3803

●水道料金4月分（3月使用分）
●下水道使用料4月分（3月使用分）
　問：上下水道課　℡83－9105

納税は納期限までに済ませましょう。納期限を過ぎ
ると、督促手数料および延滞金が加算されます。なお、
未納の税で納期限から一定期間経過したものは、広域
連合「京都地方税機構」において徴収業務を行います。

 京丹波あんしんアプリ
「お悔やみ情報」の手続き方法変更

これまでお悔やみ情報の発信につきましては、各区
長様を通じて受付し、情報発信を行ってまいりました
が、4月1日からは直接申請者が役場窓口で発信依頼
の手続きができるよう、運用が変更となりました。

　問：デジタル広報課　℡82－3821

介護予防安心住まい推進事業費

要介護状態になるおそれのある高齢者が、自宅で生
活しやすく、転倒事故を防止するための住宅改修費用
を補助します。工事着工前に申請する必要があります
ので注意してください。
●対象工事
手すりの取り付け／段差の解消／滑り防止と移動
を円滑にするための床材変更／引き戸などへの扉
の取り替え／洋式便器への取り替え／その他改修
に伴い必要となる工事

●対象者（①～③すべてに該当する方）
①町内に住所がある65歳以上の在宅の方
②前年度住民税が非課税の世帯に属する方
③要介護認定または要支援認定を受けていないが、
近い将来認定を受ける必要がある方

●補助金額
改修費用の3分の2。上限額は16万円。（ただし、予
算範囲内での交付）

※他にも条件がありますので、総合福祉課までご相談ください。

問：総合福祉課　℡82－1800

くら し の ガ イ ド

京丹波町では、消費生活に関する相談や情報提供をお受けしています。
※メールでの相談はお受けしていません

相談日：水・木曜日
午前9時30分～午後4時

京丹波町税住民課内　℡：0771－82－3803　

相談日：月・火・金曜日
午前9時～午後4時

南丹市商工課内　℡：0771－68－0100　

一人で悩まず
気軽に利用
してください。

相談される曜日で
連絡先を

ご確認ください。

『消費生活相談窓口』

引越トラブルにご注意！
新生活が始まる春の引越シーズンには、特にトラブルが増加する傾向にあります。壁や家具の傷、荷
物の紛失、荷物の積み残しなど引越時のトラブルや、見積もりに関するトラブルもみられます。

1

2

3

4

引越の見積もりは、引越の内容や自分に合った方法で依頼しましょう
荷物の量やサイズ、搬入経路を正確に伝えましょう。オンラインなどの見積もりは便利ですが、不安な
場合は訪問による見積もりを利用することも検討しましょう。

引越事業者から渡される関係書面はしっかりと読み、疑問点や不明点は必ず
事前に確認しましょう
料金に関する内容は補償や責任の範囲を理解し、疑問点があれば引越し事業者に確認しましょう。

契約締結前に段ボールなど資材の提供を受ける際は、その取扱いを確認しま
しょう
事前に段ボールなどの資材の提供がある場合は、契約に至らなかったときの返却方法や費用につい
て確認しましょう。

傷や故障のトラブルに備えて引越前後の状況を記録しましょう
引越作業前後の状況を写真や動画で記録しておくことで、損害発生時に交渉がスムーズに進むこと
があります。

！ 消費者へのアドバイス

相談事例１

業者が養生無しで荷物を運び出した
ため、クロスや床、ドアに多数の傷が
ついてしまった。

相談事例２

見積もり時にエアコン脱着作業に
関する追加料金説明が無く、引越
当日に請求された。

相談事例3

オンライン上で見積もりを取り契
約したが、荷物がトラックに積み
切れず残された。

（消費者庁イラスト集より）

こんな請求が
あるなんて・・・
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可燃ごみ(生ごみ)収集日
4日（月・祝）、7日（木）、11日（月）、14日（木）、18日（月）、21日（木）、25日（月）、28日（木） 

丹波地区1
丹波地区2
丹波地区3
丹波地区4
瑞穂地区1
瑞穂地区2
瑞穂地区3
瑞穂地区4
和知地区1
和知地区2
和知地区3

プラスチック資源ごみ
ペットボトル
紙パック／雑がみ
ダンボール／新聞・雑誌

ビン／ガラス
陶磁器類／電池

金属／家電
アルミ
粗大ごみ

有害ごみ
蛍光灯
鏡ほか

1日（金） 14日（木）22日（金） 12日（火）

8日（金） 18日（月）26日（火） 13日（水）

1日（金） 14日（木）22日（金） 8日（金）

8日（金） 18日（月）26日（火） 1日（金）

20日（水）

27日（水）

20日（水）

27日（水）

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

5月のごみ収集日のご案内　̶ 混ぜればごみ 分ければ資源 資源を大切に ̶

収集日当日の午前8時30分までに指定の集積場へ出してください。

29日（金）

25日（月）
28日（木）

詳しくはこちら

国において、マイナ保険証（健康保険証利用登録が
されたマイナンバーカード）を医療費助成制度の受給
者証として利用できる「PMH：Public  Medical  
Hub（自治体・医療機関等をつなぐ情報連携システ
ム）」の整備が進められており、京丹波町はその先行
実施事業に参加しています。PMHに対応している京
都府内の医療機関を受診する際、マイナ保険証を以
下の福祉医療制度の受給者証として利用できるよう
になりました。
●対象制度
・障害（児）者医療費助成制度
・ひとり親家庭医療費助成制度
・老人医療費助成制度
・すこやか子育て医療費助成制度
●利用方法
医療機関に設置されているマイナンバーカードの
読み取り機（顔認証付きカードリーダー）にて、「以
下の医療費助成受給者証があります。情報を提供
しますか。」の画面が表示されたら、「提供する」を選
択してください。（カードリーダーの機種によって、
表示される文言が異なる場合があります。）
※PMH非対応の医療機関や機械トラブルなどに備
え、受診時には紙の受給者証も持参してください。
受給者証は、引き続き受給者全
員に交付します。

※PMHに対応している医療機関
は、デジタル庁ホームページで
ご確認いただけます。

問：税住民課　℡82－3803

福祉医療制度の受給者証をお持ちの方へごみ減量化

●生ごみ堆肥化処理機器の購入助成
ごみの減量化を促進するため、生ごみ堆肥化処理機

器などの購入に助成金を交付しています。
○生ごみ堆肥化処理機（家庭電気製品）
助成上限　2万円／1台（1世帯1台以内）

○生ごみ堆肥化容器（コンポスト）
助成上限　4千円／1基（1世帯2基以内）
※1世帯上限は2基で8千円

・購入後６カ月以内に申請
してください。

・2回目以降は、前回の助成
金交付から5年を経過し
た後でなければ対象にな
りません。
●資源ごみ集団回収事業報奨金の交付
資源ごみの有効利用を促進するため、資源ごみの集

団回収を自主的に実施する団体に報奨金を交付します。
○対象団体
地域住民により構成された団体（区、自治会含む）
※営利を目的とする団体は対象外

○対象品目
・古紙（新聞紙、雑誌、ダンボール、紙パック）
・古布
○報奨金
対象品目について1kgあたり5円以内（業者買取額
を控除した額）
※業者買取額が5円以上の場合は、報奨金の対象外

　問：地域振興課　℡82－3801

令和8年5月下旬から警報や注意報の名称が変更になります

令和8年5月下旬（予定）から気象台が発表する警報や注意報の名称が変更となります。主な変更点などは以下のとお
りです。
・警報や注意報の名称の前に警戒レベル（災害発生の危険度に応じた避難行動を示す目安）の数字（「レベル３」など）
が付記されます。

・洪水警報・洪水注意報は廃止され、「氾濫」や「大雨」の警報・注意報でお伝えします。
・「警戒レベル4相当」（一般の方が避難していただく目安）の状況が予想される場合は「危険警報」を発表します。
・上の表に書かれている以外の警報（暴風や暴風雪など）や、注意報（雷や強風、乾燥など）の名称は変更ありません。

気象庁ホームページに設けた特設ページでは、新たな防災気象情報に関するさまざまな資料を掲載しています。これ
らの資料を参考に、情報が発表された際にどのような行動をとるか、ご家庭や企業・組織内であらかじめご相談いただ
けますようお願いいたします。
新たな防災気象情報に関する特設ページ
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/keiho-update2026/index.html

問：京都地方気象台　℡075－841－3006

京都地方気象台

警戒レベル

対象となる災害と気象台が発表する警報や注意報の種類

早期注意情報（警報急の可能性）

〈警戒レベル4までに危険な場所から必ず避難！〉

（警戒レベルごとの）
住民がとるべき行動

河川氾濫
1級河川などの
大河川の氾濫※1

大雨
低地の浸水や

大河川以外の氾濫※2

土砂災害
急傾斜地の

がけ崩れや土石流

高潮
海水面の上昇や波の
打上げによる浸水

避難に時間を要する人は
早めに避難、避難の準備など

避難行動を確認
（避難場所や避難ルート、
避難のタイミングなど）

警戒レベル
5相当 命の危険 直ちに安全確報！

災害への心構えを高める

レベル5
氾濫特別警報

レベル5
大雨特別警報

レベル5
土砂災害特別警報

レベル5
高潮特別警報

警戒レベル
4相当 危険な場所から全員避難レベル4

氾濫危険警報
レベル4

大雨危険警報
レベル4

土砂災害危険警報
レベル4

高潮危険警報

※1  「1級河川などの大河川」の対象河川（京都府内）：由良川中流、由良川下流、桂川中流、園部川、桂川下流、鴨川、高野川、宇治川、
淀川、木津川上流、木津川下流

※2  「大河川以外」の対象河川（京都府内）：※1で示す河川以外の河川

デジタル庁
ホームページはこちら
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【京丹波町病院】℡86－0220

【京丹波町病院質美診療所】℡86－0586

※都合により担当医師が変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

○受付時間：（初診）午前8時30分～11時30分　（再診）午前7時～11時30分
○診察時間：午前9時～（午後の内科予約診察、皮膚科、第2火曜日の精神神経科は上記表記載のとおり）
○急患の場合、必ず事前の連絡をお願いします。
○○受は受付時間、○診は診察時間

○診察日は、毎週木曜日の午後です。 ○受付時間：午後1時～3時30分 ○診察時間：午後1時30分～4時

○診察時間：午前9時～正午／午後1時～4時30分
○予約での診察になりますので、事前に電話連絡をお願いします（急患の場合も含む）。

瑞慶覧聡太
（総合内科）

第2土曜日
瑞慶覧聡太（総合内科）

瑞慶覧友香
（総合内科）

藤田凱斗
（総合内科）

北井順也
（府立医大／
膠原病・リウマチ）

垣田秀治
（総合内科）

第4土曜日
偶数月：瑞慶覧友香
奇数月：藤田凱斗
（総合内科）
第4土曜日
垣田秀治

（総合内科）

垣田秀治
（総合内科）

瑞慶覧友香
（総合内科）

瑞慶覧聡太
（総合内科）

中嶋　諒
（総合内科）

松下英浩
（府立医大）

垣田秀治
（総合内科）

瑞慶覧聡太
（総合内科）

担当医 山岡延樹
（中部医療センター） 担当医担当医

担当医 吉村悠希
（府立医大）

金山拓誉
（府立医大）

西村敏希
（府立医大）

第1木曜日
足立尚弥（福知山市民）
第3木曜日

髙溝真成（福知山市民）

西村敏希
（府立医大）

第2火曜日
石川雅裕（東舞鶴医誠会）
（○受：午後1時～2時30分
○診：午後1時30分～）

精神神経科
（物忘れ外来）

（第2火曜日・第2土曜日）

小児科予防接種
（午前10時～11時）

（予約制）

小児科

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

皮膚科
（第1・第3木曜日）
（○受：午後1時～3時30分
○診：午後2時45分～）

整形外科

外科

予約診察
（午後）

（○診：午後1時～）

予約診察
（午前）

一般外来

内
　
科

中嶋　諒
（総合内科）

藤田凱斗
（総合内科）

前田武昌
（消化器）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
総合内科

小藤和孝
（明治国際医大）

川合　満
（府立医大）

第2土曜日
喜多優介（府立医大）
第4土曜日

井上　聡（府立医大）
第2土曜日

喜多優介（府立医大）
第4土曜日

井上　聡（府立医大）

第2土曜日
石川雅裕

（東舞鶴医誠会）

院長＝垣田秀治

所長＝瑞慶覧友香

瑞慶覧友香

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

歯　科 三浦博人 三浦博人
第1･3･5金曜日

土曜日
三浦博人
第2・4土曜日三浦博人 三浦博人

【京丹波町病院和知診療所】℡84－1112

○受付時間：午前8時30分～11時30分(受付順番表は午前7時から記入できます。）
○診察時間：午前9時～（毎週月曜日の夜間診察、火曜日午前外科の診療時間は上記表記載のとおり）
○夜間診察（内科）の受付時間：午後3時～6時30分（毎週月曜日（祝日を除く））

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
内科

（午前）

所長＝庄林　智

庄林　智
（外科一般）

前田武昌
（外科一般）
（午前10時～）

林　大智
(明治国際/
整形外科）

中嶋　諒
（総合内科）

藤田凱斗
（総合内科）

内科
（夜間診察）

外科・整形外科
(午前）

担当医
（総合内科）

担当医
（午後5時30分～）

瑞慶覧友香
（総合内科）

瑞慶覧聡太
（総合内科）

【京丹波町病院和知歯科診療所】℡84－1154 所長＝三浦博人

三浦博人

各施設の敷地内は全面禁煙となっております。ご理解とご協力をお願いいたします。

町立医療施設の診療体制

担当医
（府立医大／
膠原病・リウマチ）

令和8年4月1日現在

子育て

お知らせ版広報
京丹波

●乳児前期健康診査
5月19日（火）　午後　瑞穂保健福祉センター
●乳児後期健康診査
5月19日（火）　午後　瑞穂保健福祉センター
●1歳6か月児健康診査
5月12日（火）　午後　瑞穂保健福祉センター
●2歳児健康診査
5月12日（火）　午後　瑞穂保健福祉センター
●3歳児健康診査
5月12日（火）　午後　瑞穂保健福祉センター
●妊婦・乳幼児相談［妊婦、生後1歳ごろまで］
5月7日（木）　午前10時　京丹波町子育て支援センター
【持ち物】母子手帳、バスタオル
●ベビーマッサージ（要予約）
［生後2カ月～6カ月ごろまで］
5月22日（金）　午前10時　京丹波町子育て支援センター
【持ち物】母子手帳、バスタオル、着替え
●マタニティ・産後ヨガ教室（要予約）
［妊娠5カ月～産後6カ月ごろまで］
5月15日（金）　午前10時　京丹波町子育て支援センター
【持ち物】母子手帳
※当日参加の事業については、事前に
　お問い合わせください。
※妊産婦、新生児、乳幼児の電話・
　訪問相談を随時実施しています。

問・予約：健康推進課　℡86－1800

すくすくカレンダー

インスタグラムは
こちら

［子育て支援ルーム開放日］
●京丹波町子育て支援センター
日　　時　火・木・金曜日　午前9時30分～午後2時30分

［のびのびこそだて］
●親の心も、いっしょに育つ時間
日　　時　5月14日（木）　午前10時～11時30分
場　　所　京丹波町子育て支援センター
参 加 料　無料
定　　員　5組（定員になり次第締切）

［おひさま＆きらきらひろば］
(0、1、2歳児対象親子通所事業)
日　　時　5月19日(火)　午前10時～11時15分
場　　所　京丹波町子育て支援センター

※随時参加を受付中。対象者登録制となりますので詳細は
京丹波町子育て支援センターまで。

　問・申込
京丹波町子育て支援センター
（京丹波町豊田シミ98番地）
℡090－1892－2774（直通） 子育てるんるん

カレンダーはこちら

京丹波町子育て支援センターからのお知らせ

発達支援事業

お子さまのことで気になることなどがありましたら、
お気軽に健康推進課までお問い合わせください。
●たんぽぽ相談（臨床心理士） 5月  1日（金）午前・午後
 5月12日（火）午前
●いちご相談（言語聴覚士） 5月26日（火）午前・午後
●すくすく相談（作業療法士） 5月11日（月）午後
 5月26日（火）午後
●思春期相談（公認心理師） 5月20日（水）午後
※無料、要予約
※日時のお問い合わせは健康推進課まで。

問・予約：健康推進課　℡86－1800

乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）

令和8年4月から、町立認定こども園において乳児等通
園支援事業（こども誰でも通園制度）を実施しています。
これは保育所などに通っていない子どもが、月10時間ま
での利用可能枠の中で、保護者の就労状況などを問わず
に町立認定こども園を利用することができる事業です。
●対象
利用日時点において0歳10カ月から満3歳未満（3歳に
なる誕生日の前々日）までのうち、保育所、認定こども
園、地域型保育事業所、企業主導型保育事業所などを
利用していない子ども

●実施施設
たんばこども園、みずほこども園、わちこども園

●実施時間
平日：午前9時～11時（1日当たり1時間単位で利用可能）
※実施施設の受け入れ体制の都合などにより、利用いた
だけない場合があります。

●利用料　1時間当たり300円
●利用方法
乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）を利用
するためには、事前に乳児等支援給付認定申請書を提
出いただき、認定を受ける必要があります。申請書は
教育委員会へ提出してください。
※申請書の様式は町ホームページからも入手できます。
※他市町村の施設の利用を希望する場合でも、利用認定
は居住地の市町村から受ける必要があります。

問：教育委員会　℡84－0028

横井大祐
（府立医大北部医療
センター／総合内科）
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女性のための相談

13日（水）、27日（水）
①午後2時～2時50分
②午後3時～3時50分

※要予約　女性専門相談員が相談に応じます。

南丹市内
（詳細は予約時にお伝え
します。）

税住民課
℡82－3803

19日（火）
午後2時～4時司法書士

相談会

京都地方法務局
園部支局

ガレリアかめおか

京都司法書士会
相続・遺言相談センター
℡075－585－4113

京都司法書士会
総合相談センター
℡075－255－2566

1日（金）
午後6時～9時

税住民課　℡82－3803

消費生活相談

水・木曜日（祝日除く）
7日（木）、13日（水）、14日（木）、
20日（水）、21日（木）、27日（水）、
28日（木）
午前9時30分～午後4時

役場本庁舎

※南丹市の相談窓口も利用できます。  【相談日】月・火・金曜日　午前9時～午後4時
【相談電話番号】0771－68－0100（南丹市商工課内）

※消費者ホットライン　【相談電話番号】（局番なし）188番
いやや！

5月の相談

相続・遺言
相談センター

日時 場所

内容

問

亀岡市相談会

無料税務相談

7日（木）
午後1時30分～4時30分

14日（木）、28日（木）
午後1時30分～4時30分

亀岡商工会議所
（ガレリアかめおか内）

園部納税協会1階　会議室

園部納税協会
℡0771－62－0039

※要予約（相談希望日の前週木曜日の午前中まで。）
※パソコンによるウェブ会議システムを活用した相談

※要予約（webサイト、電話）

16日（土）
午後1時～4時

丹波マーケス
京都司法書士会
総合相談センター
℡075－255－2566

司法書士
法律・登記
無料相談会

こころの健康相談
14日（木）
午前9時30分～午後0時30分

瑞穂保健福祉センター1階
相談室

健康推進課　℡86－1800

※要予約　※もみじヶ丘病院精神保健福祉士が相談に応じます。　※予約の上、電話相談もできます。

LINE予約はこちら
（南丹市役所LINE）

ネット予約は
こちらから

ネット予約は
こちらから

ネット予約は
こちらから

※要予約（5人まで）　※秘密は厳守されますのでお気軽にご相談ください。

15日（金）
午後1時～3時30分

京丹波町健康管理センター
京丹波町社会福祉協議会
地域福祉課
℡82－0126

くらしの困りごと相談
（法律・人権・行政など）
無料法律相談

勉学に対する意思の強固な学生・生徒であって経済
的理由により修学が困難な方に対し、学資の支給などの
育英上必要な措置を行い、有能な人材を育成することを
目的として、次のとおり京丹波町育英生を募集します。
●育英生の資格（すべてに該当する方）
①本町に住民登録を有する方（就学により、他の市
町村に住民登録した者を含む）であって、育英生
の保護者などが住民登録をし、申請日を基準とし
て過去1年以上現住する方。

②勉学に対する意志が強固である方。
③学習成績が良く、上級学校へ進学後もなお優秀な
成績を収める見込みがある方。(学業成績書など
による前年度の成績が平均点以上であること)

④学資の支出が困難と認められる方。（前年収入額
が生活保護基準の2倍以内であること）

⑤次に掲げる学校のひとつに在学している方。
ア 国公私立高等学校
イ 国公私立大学
ウ 看護または保健師専門学校
エ 農業または林業大学校
オ その他評議員会において、アからエに準ずる
と認める学校

●育英生の決定および支給額
育英生の決定は、京丹波町育英基金条例施行規則
に基づき予算の範囲内において、京丹波町育英資金
評議員会で審査の上決定します。支給額は、支給金
額基準に基づき支給します。

●必要書類・出願手続
①育英生願書（様式第1号）

令和8年度京丹波町育英生募集

②住民票（申請人および保護者世帯分）
③保護者などの課税証明に係る委任状（様式第2号）
④在学証明書（現在、在学している学校長の証明書）
⑤学業成績証明書
（前年度の学業成績の証明を厳封の上、提出）
⑥作文：本人が書いた800字作文
（400字原稿2枚分）
（作文テーマ）次の2つの中から選択
「将来京丹波町にどう貢献したいか」
「１年間の振り返りと今後の目標」

●願書受付および期間
受付場所
京丹波町教育委員会・学校教育課（和知支所内）、
丹波分室、瑞穂分室
受付期間
令和8年5月1日（金）～29日（金）（土日祝を除く）
受付時間　午前9時～午後5時
●その他
・ 昨年度に引き続き出願される場合も、必要書類を
提出してください。

・ 7月中に審査・決定し、８月上旬に申請者全員へ結
果を通知します。

・ 令和8年度より、８月中に開催する町長と育英生と
の懇談会の場において、受給に係る書類手続きを
行っていただく予定ですので、育英生に認定され
た場合は必ず懇談会にご出席ください（原則学生
本人が出席、学業や居住地の都合により出席不能
の場合は保護者の代理出席可）。

問：教育委員会　学校教育課　℡84－0028

京丹波町すこやか子育て医療費助成事業の対象年齢を拡充します

令和8年10月1日から京丹波町すこやか子育て医療
費助成事業の対象年齢を以下のとおり拡充します。
●変更点
・現行の対象者：0歳から中学校卒業まで
・拡充後の対象者：0歳から満18歳に達する以後

最初の3月31日まで
※拡充の対象となる高校生等（中学校卒業から18歳
に達する日以後最初の3月31日まで）の方には、新
たに受給者証を交付します。（他の福祉医療制度受
給者は除く）

●申請方法
拡充の対象となる方には、後日、申請書などを送付
予定ですので、ご確認の上、申請してください。
※「高校生等医療費助成事業」に登録している方も、
申請が必要です。

※0歳から中学生ま
での方について
は、受給者証や助
成内容に変更は
ありませんので、
手続き不要です。

●高校生等医療費助成事業について
すこやか子育て医療費助成事業の拡充に伴い、令和
8年10月1日で廃止します。令和8年9月30日までに
かかった医療費については、役場ま
たは支所で払い戻しの申請が必要
です。申請方法など詳しくは町
ホームページをご確認ください。

問：税住民課　℡82－3803
「高校生等医療費
助成事業」についての
ホームページは

こちら



23｜NO.246 22

3B体操を主として音楽に合わせて、3つの道具（ボー
ル、ベル、ベルター）を使って、楽しく身体を動かします。
●日　時　4月30日（木）、5月7日（木）、21日（木）、28日（木）

午後1時30分～3時
●場　所　健康管理センター
●対　象　町内在住、在勤の40歳以上
※要予約（初回参加の方）

問・予約：健康推進課　℡86－1800

リフレッシュ体操教室

椅子に座って行う健康体操教室です。どなたでも参
加いただけますので気軽にお越しください。
●日時・場所
4月28日（火）、5月12日（火）、26日（火）
 道の駅 丹波マーケス
4月24日（金）、5月1日（金）、8日（金）、15日（金）、
22日（金）、29日（金） 山村開発センターみずほ
5月22日（金） 瑞穂保健福祉センター
4月22日（水）、5月13日（水）、20日（水）、27日（水）
 和知ふれあいセンター
午前10時～11時30分

●対　象　どなたでも
●参加料　1回100円
●持ち物　お茶、マスク

問：京丹波町地域包括支援センター　℡82－0001

転ばん！体操教室

頭と体の体操教室

頭と体の体操教室では、認知症の予防や転倒予防に
役立つゲームを行います。どなたでも参加いただけま
すので気軽にお越しください。
●日　時　 5月19日（火）　午前10時～11時30分
●場　所　役場本庁舎
●対　象　どなたでも
●参加料　１回100円
●持ち物　お茶、マスク

問：京丹波町地域包括支援センター　℡82－0001

グリーンランドみずほからのお知らせ

自然との共生を感じる森
わち山野草の森情報コーナー

【催しのご案内】
◆写真展 5月2日(土)～6日(水・祝)
◆山野草展示即売 5月9日(土）～17日(日）
◆新緑の山野草展 5月23日(土）～31日(日）
【園内見ごろ情報】
エビネ・スミレ・フジ・キンポウゲ・チョウジソウ・ツツ
ジ・シランなど　
【山野草の紹介】
チョウジソウ：5月上旬頃から淡い
ブルーの星型の花を咲かせます。
開園時間：午前9時～午後5時（入園は午後4時まで）
休 園 日：毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は営業、

翌水曜日が休園日）
入 園 料：大人350円、小学生250円
※山野草苗・花苗の販売、寄せ植えや苔玉などの体験教
室などもできます（体験教室は要予約）。
※管理棟、温室までは無料。

　問・予約：わち山野草の森
℡84－2041　℻84－2045
E-mail : sanyasou＠zc.ztv.ne.jp
HP：http://www.zc.ztv.ne.jp/
sanyasou/

わち山野草の森
情報コーナー

お知らせ版広報
京丹波

試験・求人
求人

町の雇用対策の一環として、町内事業所などから
情報提供のあったものを掲載しています。
（公財）京都府立丹波自然運動公園協力会　
（曽根崩下代110-7）　℡82－0560　総務課
書類選考あり
職　　種　公園運営に関する事務および現場業務全般
賃　　金　9，600円～/日
就労日数　週5日程度
勤務形態　午前8時30分～午後5時15分

（所定労働8時間）
職　　種　公園運営に関する事務業務
賃　　金　9，600円～/日
就労日数　週5日程度
勤務形態　午前8時30分～午後5時15分

（所定労働8時間）
　職　　種　宿泊施設厨房での調理業務全般
賃　　金　1，150円～/時間
就労日数　応相談
勤務形態　午前6時～午後2時　午後1時～9時

（所定労働7時間）2交代で勤務

　職　　種　公園内の維持管理作業全般
賃　　金　1，122円～/時間
就労日数　週5日程度
勤務形態　午前9時～午後5時（所定労働7時間）

　職　　種　道の駅 味夢の里　維持管理業務
賃　　金　9,600円/日
就労日数　週4日程度
勤務形態　午前8時30分～午後5時30分

（所定労働8時間）
　職　　種　宿泊棟のリネン業務全般
賃　　金　1，122円～/時間
就労日数　応相談
勤務形態　午前9時～正午（所定労働3時間）

午前9時～午後3時（所定労働5時間）
2交代で勤務

DOG VILLA 木都－京丹波－（富田井爪46-1）
℡080－5334－0529　担当：山田
職　　種　清掃業務【急募】、調理業務
賃　　金　1,150円/時間
就労日数　週3日程度（要相談）
就労時間　清掃：午前10時～午後3時

調理：午前6時30分～10時30分
備　　考　18～50歳

ホームページはこちら

自衛隊各種採用試験

採用説明会

各種採用試験のご案内
募集種目 概要 受付締切資格

2等陸・海・空士
（任期制自衛官）

入隊後２年ごとに継続または
就職・進学を選択できるコース 年間を通じて受付

第1回
一般幹部候補生

第1回
一般曹候補生

入隊後約1年で
幹部自衛官になるコース
部隊の中核である
曹となる隊員を養成するコース

4月22日（水）受付開始
6月5日（金）〆切

受付中
5月7日（木）〆切

平　　日
土・日・祝

時　間日　程

亀岡募集案内所

場　所

問・受付：
防衛省自衛隊京都地方協力本部　亀岡募集案内所
（亀岡市古世町西内坪34－26）　℡0771－24－4170 
京都地方協力本部ホームページ「自衛隊 京都」で検索

●内容　自衛官の仕事と生活および
採用種目についての説明

●対象　学生・一般・保護者の方など
どなたでも参加可 ホームページはこちら

午前9時～午後5時（約1時間程度）　※予約不要
事前予約制　※平日営業時間内での事前予約をお願いします。

18歳以上33歳未満

22歳以上26歳未満

18歳以上33歳未満●卓球・バドミントンを楽しむ日
日　時　5月12日(火)、19日(火)、26日(火)

午前9時～正午
場　所　グリーンランドみずほ　体育館
参加料　300円
申　込　当日受付
※ラケット・ボールレンタル無料
※体育館シューズ持参

●グラウンド・ゴルフ春季大会
日　時　5月16日（土）　午前9時45分開会
場　所　グリーンランドみずほ　グラウンド・ゴルフ場
参加料　2,000円（お弁当お茶付き）
内　容　3ラウンド24ホールストロークマッチ個人戦

（天然芝赤青黄コース）
定　員　144人
※事前予約制

問：グリーンランドみずほ
℡86－1512
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丹波自然運動公園からのお知らせ

　スポーツ事業
　教室
●ヨガ教室
日　時　5月15日（金）　午後2時～3時30分
場　所　京都トレーニングセンター研修室
対　象　どなたでも
参加料　700円
内　容　ヨガの基礎を学ぶ
申　込　当日受付

●テニス教室1期（昼間）
日　時　4月22日～6月24日の毎週水曜日（全8回）

※4月29日（水・祝）、5月6日（水・祝）を除く
午後1時30分～3時30分

場　所　テニスコート（雨天時順延）
対　象　18歳以上（初心者・初級者対象）
参加料　6,000円
定　員　50人
申　込　4月22日（水）まで
※保育ルームあり（無料／要予約）

●障がい者スポーツのつどい
日　時　5月12日（火）　午後1時30分～3時30分
場　所　京都トレーニングセンター研修室
対　象　障がいのある方、介護者およびその家族
参加料　無料
内　容　卓球バレー、ボッチャなど
申　込　当日受付

●親子サッカー教室
日　時　5月16日（土）　午前10時～正午
場　所　陸上競技場
対　象　年中～小学２年生とその保護者
参加料　1組1,000円
内　容　京都サンガF.Cコーチによる親子で楽しむ

2人1組のサッカー指導
申　込　5月12日（火）まで
大会

●第84回 グラウンド・ゴルフ大会
日　時　5月29日（金）　午前9時～
場　所　陸上競技場・補助競技場
対　象　どなたでも
参加料　2,500円（お弁当・お茶付）
定　員　336人
申　込　4月29日（水・祝）午前9時～

FAX、メール、はがきで受付（団体申込可）
●第33回ゲートボール大会
日　時　6月9日（火）　午前9時～
場　所　陸上競技場
対　象　どなたでも
参加料　3,000円（1チーム）
定　員　32チーム
申　込　5月9日（土）～6月2日（火）

　自然文化事業
●水辺の生きもの観察会
日　時　5月9日（土）　午前10時～正午
場　所　公園とその周辺
対　象　小学生以上（小学生は保護者同伴）
参加料　500円
定　員　30人
内　容　公園の周りに生息する

水辺の生きものを探そう
申　込　5月8日（金）まで

●天文教室
日　時　6月13日（土）

午後7時30分～午後9時30分
場　所　丹波天文館
対　象　小学生以上（小・中学生は保護者同伴）
参加料　300円
定　員　30人程度
内　容　木星、金星、春の星座観察など
申　込　5月13日（水）～6月12日（金）

　イベント
●おでかけWAWAWA in 京丹波 Vol.8
日　時　5月3日（日・祝）、4日（月・祝）

午前10時～午後4時
場　所　こどもの広場
内　容　楽しいワークショップや手作り品の販売、

キッチンカー販売など
●丹波ちびっこまつり
日　時　5月5日（火・祝）　午前10時～午後3時ごろ
場　所　こどもの広場
内　容　この日だけは子ども達が主役！楽しいステー

ジコーナー、警察・消防・自衛隊コーナー、ク
ラフト、大型トランポリン、ふわふわ遊具など
（予定）、おもしろいこと盛りだくさん！キッ
チンカーなど飲食販売もあります。

●いとまrché（イトマルシェ）
日　時　5月21日（木）　午前11時～午後4時
場　所　正門横駐車場
内　容　平日マルシェ（手作り品など販売、

キッチンカーなど飲食販売）
入場料　無料
※出店者募集中！詳しくはホームページをご確認ください。

丹波自然運動公園からのお知らせ

　スポーツ事業
　教室
●エンジョイテニス（夜間）
日　時　5月4日（月・祝）、18日（月）　午後6時～9時
場　所　テニスコート（雨天中止）
対　象　18歳以上
参加料　500円　
申　込　当日受付

●ツリークライミング教室
日　時　5月5日（火・祝）　午前10時～午後3時30分

※体験時間約60分
場　所　こどもの広場
対　象　小・中学生
参加料　1,500円
定　員　各回15人程度　※定員になり次第受付終了
内　容　専用のロープを使って大きな木に登ります。
申　込　5月5日（火・祝）まで

●レディーススポーツデー
日　時　5月13日(水)、27日(水)　午前10時～11時30分
場　所　京都トレーニングセンターパフォーマンスルーム

　問：丹波自然運動公園
℡0771－82－1045
℻0771－82－0480
E-mail : kouen@kyoto-

tanbapark.or.jp 丹波自然運動公園の
ホームページはこちら

申込：必要事項【住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話
番号、参加希望の事業名】を記入の上、下記
の方法でお申し込みください。
・郵送　・FAX　・メール

※当日受付の事業は申込み不要

9月18日から11月8日の期間に開催する第43回全国
都市緑化フェアin京都丹波の「もうすぐ100日前イベン
ト」を開催します。

第43回全国都市緑化フェアin京都丹波

問：第43回全国都市緑化フェア
in京都丹波実行委員会事務局
（亀岡市役所内）
℡0771－21－8301
Ｅ-mail：ryokka-fair@city.
kameoka.lg.jp

●募集開始　5月1日（金）から
●活動期間（緑化フェア開催期間）
9月18日～11月8日の内、希望の日程
※ご希望に添えない場合もございます。

●活動時間　※2部制（通しでの活動も可能）
①午前9時30分～午後1時30分
②午後1時～5時

●場所　活動場所（フェア拠点）
①京都・亀岡保津川公園およびその周辺
②亀岡運動公園およびその周辺
③園部公園およびその周辺
④わち山野草の森およびその周辺
⑤京都府立丹波自然運動公園およびその周辺

●申込　入力フォームまたは書類での申し込み
●対象　令和８年4月1日時点で満15歳以上の方
※高校生または18歳未満の方は保護者の同意が必要
になります。

●内容　案内所でのチラシ配布・会場内
の巡回・清掃・水やり・除草など
を予定

※詳細につきましては、後日ホームページ
にてお知らせします。

～京都丹波みどりの里まつり
こころ豊かなライフスタイルの提案～

もうすぐ100日前イベント参加者募集
緑化フェアの期間中、各フェア拠点でサービスなどの提

供にご協力いただけるボランティアスタッフを募集します。

ボランティア募集

ホームページは
こちら

対　象　18歳以上の女性
参加料　300円
内　容　健康体操
申　込　当日受付
※保育ルームあり（無料／要予約）

●グラウンド・ゴルフのつどい
日　時　5月1日（月例大会）、8日（金）、22日（金）

午前9時～11時45分
場　所　球技場
対象者　どなたでも
参加料　500円
内　容　グラウンド・ゴルフを楽しむ
申　込　当日受付
※月例大会が雨で中止の場合は翌週に変更

●太極拳教室
日　時　5月8日（金）　午後2時～4時
場　所　旧宿泊所会議室
対　象　どなたでも
参加料　500円
内　容　太極拳の基礎を学ぶ
申　込　当日受付

くわしくはこちら

応募はこちらから
※5月1日（金）
募集開始

●日　　時　6月6日(土)　午後2時～4時
●場　　所　南丹市国際交流会館イベントホール
●内　　容　小山太鼓の演奏・五美ひろえさんのライブ

＆トーク・フェアのPR・村雨辰剛さん
（NHK「趣味の園芸」ナビゲーター）と白砂
伸夫さん(神戸国際大学名誉教授)のトー
クショー

●応募締切　5月20日（水）まで

ご   み

むら さめたつ まさ

しらすな

のぶ お
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り             

た
け 

る

竹
村
　
優
那 

﹇
須
知
高
校
﹈

第
４２
回
日
本
菊
花
全
国
大
会

切
花
単
花
の
部　
日
本
菊
花
会
会
長
賞

和
田
　
琥
珀 

﹇
須
知
高
校
﹈

第
４２
回
日
本
菊
花
全
国
大
会

切
花
単
花
の
部　
貝
塚
商
工
会
議
所
会
頭
賞

第
５３
回
毎
日
農
業
記
録
賞　
作
文
入
選

◆
輝
き
賞（
個
人
）

田
中
　
天
音 

﹇
須
知
高
校
﹈

大
阪
経
済
大
学
主
催
全
国
高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

「
１７
歳
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」銀
賞

青
木
　
暉 

﹇
須
知
高
校
﹈

第
７６
回
京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会
意
見
発
表

分
野
Ⅱ
類　
最
優
秀
賞

第
７３
回
近
畿
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会
意
見
発
表

分
野
Ⅱ
類　
最
優
秀
賞

川
西
　
光
希 

﹇
須
知
高
校
﹈

第
７６
回
京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会
意
見
発
表

分
野
Ⅰ
類　
最
優
秀
賞

阪
本
龍
之
介 

﹇
須
知
高
校
﹈

京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
主
催

令
和
７
年
度
畜
産
審
査
競
技
会　
乳
牛
の
部　
優
秀
賞

矢
田
　
優
芽 

﹇
須
知
高
校
﹈

第
２０
回「
北
方
領
土
と
私
た
ち
」作
文
コ
ン
ク
ー
ル

京
都
府
北
方
領
土
教
育
者
会
議
会
長
賞

齊
尾
つ
く
し 

﹇
園
部
高
校
﹈

豊
嶋
　
一
穂 

﹇
園
部
高
校
﹈

山
下
　
嵯
介 

﹇
園
部
高
校
﹈

山
﨑
　
玲
奈 

﹇
園
部
高
校
﹈

第
６２
回
京
都
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

高
等
学
校
の
部
小
編
成
金
賞

西
垣
　
裕
惺 

﹇
蒲
生
野
中
学
校
﹈

第
１９
回「
北
方
領
土
と
私
た
ち
」作
文
コ
ン
ク
ー
ル

K
B
S
京
都
賞

上
田
　
遙
乃 
﹇
蒲
生
野
中
学
校
﹈

令
和
７
年
度
人
権
擁
護
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

京
都
府
町
村
会
長
賞

原
澤
　
蓮 

﹇
蒲
生
野
中
学
校
﹈

第
１３
回
薬
物
乱
用
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展

京
都
府
知
事
賞

野
間
　
詩
帆 

﹇
蒲
生
野
中
学
校
﹈

第
１３
回
薬
物
乱
用
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展

京
都
府
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

前
田
　
朋
希 

﹇
下
山
小
学
校
﹈

令
和
７
年
度
緑
化
運
動
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル　
優
秀
賞

駒
井
つ
む
ぎ 

﹇
瑞
穂
小
学
校
﹈

第
５５
回
京
都
新
聞「
お
話
を
絵
に
す
る
」コ
ン
ク
ー
ル

京
都
府
町
村
会
長
賞

河
谷
　
恵
愛 

﹇
和
知
小
学
校
﹈

第
８４
回
全
国
教
育
美
術
展　
特
選

吉
井
　
玉
愛 

﹇
竹
野
小
学
校
﹈

第
４９
回
J
A
共
済
京
都
府
小
・
中
学
生

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

京
都
府
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞

第
５４
回
J
A
共
済
全
国
小
・
中
学
生

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル　
佳
作

佐
藤
　
天
音 

﹇
竹
野
小
学
校
﹈

第
８５
回
全
国
教
育
美
術
展　
特
選

◆
輝
き
賞（
団
体
）

須
知
高
校
食
品
科
学
科
生
物
活
用
コ
ー
ス

第
７６
回
京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表　
分
野
Ⅱ
類　
優
秀
賞

須
知
高
校
食
品
科
学
科
乳
肉
加
工
コ
ー
ス

第
７６
回
京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表　
分
野
Ⅰ
類　
優
秀
賞

す
ず 

き          

み   

ゆ

う
め 

は
ら      

も
と 

つ
ぐ

は
ち  

り       

し
ゅ
う
へ
い

き
た  

の        

ひ
で 

は
る

の  

ぐ
ち      

と
く  

よ

お
お 

い
し      

た
か 

ふ
み

た
け 

む
ら       

ゆ   

な

わ    

だ         

こ  

は
く

た  

な
か       

あ
ま 

ね

あ
お  

き      

ひ
か
り

か
わ 

に
し       

こ
う 

き

さ
か 

も
と
り
ゅ
う 

の 

す
け

や   

だ          

ゆ   

め

さ
い  

お 

と
よ 

し
ま       

か
ず 

ほ

や
ま 

し
た        

さ  

す
け

や
ま 

ざ
き       

れ
い  

な

に
し 

が
き      

ゆ
う 

せ
い

う
え  

だ        

は
る  

の 

は
ら 

さ
わ       

れ
ん

の    

ま         

し   

ほ

ま
え  

だ       

と
も  

き 

こ
ま  

い

か
わ 

た
に        

え   

な

よ
し  

い        

た
ま  

な

さ  

と
う      

あ
ま  

ね
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CONGRATULATIONS

表　彰

瑞
穂
小
P
T
A
文
部
科
学
大
臣
表
彰

こ
の
度
、瑞
穂
小
学
校
P
T
A
が
、優
れ
た
実
績
を
上
げ
て
い
る
P
T
A
を
表
彰
す
る

「
令
和
７
年
度
優
良
P
T
A
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」を
受
け
ま
し
た
。　

瑞
穂
小
学
校
P
T
A
の
皆
さ
ん
は
毎
月
第
二
金
曜
日
に
、登
下
校
時
の
挨
拶
運
動「
に

こ
に
こ
あ
い
さ
つ
フ
ラ
イ
デ
ー
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。児
童
ら
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
ぼ
り

旗
を
目
印
に
、元
気
な
挨
拶
が
学
校
周
辺
に
広
が
り
ま
す
。児
童
ら
の
主
体
的
な
挨
拶
の

定
着
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
お
り
、地
域
に
も
明

る
い
雰
囲
気
を
届
け
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
児
童
と
保
護

者
、教
職
員
が
参
加
す
る

「
P
T
A
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
」を
昨
年
度
か
ら
企

画
し
ま
し
た
。応
援
合
戦

や
ボ
ー
ル
リ
レ
ー
な
ど
を

通
し
て
交
流
を
深
め
、参

加
者
か
ら
は
温
か
い
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

山
下
泰
会
長
は「
で
き

る
こ
と
を
で
き
る
範
囲

で
、楽
し
く
や
っ
て
き
た
。

今
後
も
楽
し
い
活
動
が

続
い
て
欲
し
い
」と
語
り

ま
し
た
。

KYOTAMBA TOWN ALBUM 2026FLASH

フ
ー
ド
バ
レ
ー
京
丹
波
推
進
協
議
会 

総
会

●食
で
地
域
活
性
化

京
丹
波
町
が
食
の
集
積
地（
フ
ー
ド
バ

レ
ー
）と
し
て
、町
の
魅
力
を
高
め
る
取
組

で
あ
る
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
に
つ
い
て
協
議

を
重
ね
る
総
会
が
２
月
１２
日
に
役
場
本
庁

舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
半
の
研
修
で
は
、株
式
会
社
M
I
S
O 

S
O
U
P
代
表
取
締
役
の
北
川
智
博
さ
ん

が
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
先
進
事
例
に
つ
い
て
講

義
を
行
い
ま
し
た
。続
い
て
、農
業
研
修
施

設「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
農
場
」で
実
施
さ
れ
て
い

る
人
材
育
成
事
業
報
告
が
行
わ
れ
、進
捗

を
確
認
し
ま
し
た
。さ
ら
に
栄
養
教
諭
の
榎

川
久
仁
子
さ
ん
が
京
丹
波
町
に
お
け
る
学

校
給
食
の
取
組
を
紹
介
。地
域
の
食
を
支

え
る
思
い
が
高
ま
る
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

き
た
が
わ 

の
り 

ひ
ろ

社会課題は地域ビジネスにとってチャンスだと話す
北川さん

農
地
利
用
の
最
適
化
へ
向
け
て

●農
業
委
員
会
が
町
長
へ
意
見
書
を
提
出

農
業
委
員
会
は
、農
地
利
用
の
最
適
化

を
一
層
推
進
す
る
た
め
、「
農
地
利
用
最

適
化
推
進
施
策
に
関
す
る
意
見
書
」を
取

り
ま
と
め
、２
月
13
日
に
畠
中
町
長
へ
提
出

し
ま
し
た
。

意
見
書
で
は
、担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の

集
積
・集
約
化
の
促
進
、遊
休
農
地
の
発

生
防
止
や
解
消
、新
規
就
農
者
へ
の
支
援

強
化
な
ど
、地
域
農
業
の
持
続
的
発
展
に

向
け
た
施
策
に
つ
い
て
提
言
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、意
見
書
の
内
容
を
踏
ま
え
、今

後
の
農
業
振
興
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

畠中町長に意見書を提出する農業委員ら

中
高
生
が
ま
ち
の
未
来
を
考
え
る

●ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
学
び
と
提
案
発
表
会

教
育
委
員
会
主
催
の「
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の

学
び
と
提
案
発
表
会
」が
２
月
20
日
、役
場

本
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。町
内
の
学

校
で
は
、地
域
に
根
ざ
し
た
探
求
学
習
に

力
を
入
れ
て
お
り
、中
高
生
が
ま
ち
の
課

題
解
決
策
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
発

表
し
ま
し
た
。

各
学
校
か
ら
、ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
の
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
少
子
高
齢
化
に

伴
う
地
域
課
題
解
決
へ
の
取
組
な
ど
、地

域
の
現
状
を
分
析
し
た
う
え
で
の
具
体
的

な
提
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、畠
中
町
長
や
議
会
関
係
者
ら

が
来
場
し
、子
ど
も
た
ち
な
ら
で
は
の
柔

軟
な
発
想
や
地
域
を
思
う
姿
勢
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。

ふるさと納税返礼品の新商品を提案する蒲生野中学生

ま
ち
で
の
暮
ら
し
を
語
り
合
う

●移
住
者
交
流
会

移
住
者
交
流
会
が
２
月
21
日
、み
ず
ほ

ガ
ー
デ
ン
ロ
ッ
ジ
で
開
か
れ
ま
し
た
。京
丹

波
町
へ
の
移
住
を
考
え
て
い
る
方
か
ら
10

年
以
上
暮
ら
し
て
い
る
方
ま
で
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

木
下
弱
さ
ん
が
進
行
役
を
担
当
。自
身
の

移
住
体
験
談
を
交
え
た
軽
快
な
ト
ー
ク
で

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

「
寒
さ
対
策
は
ど
う
し
て
る
？
」「
薪
ス

ト
ー
ブ
は
や
っ
ぱ
り
い
い
よ
ね
」と
い
っ
た
冬

の
暮
ら
し
の
話
も
聴
か
れ
ま
し
た
。移
住

者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
共
感
で
き
る
話
題
が

広
が
り
、交
流
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

和やかな雰囲気の中で行われた交流会

き
の
し
た
じ
ゃ
く

表彰状を持つ稲元幹生さん

や
ま
し
た
や
す
し

表　彰

京
丹
波
町
選
管
に
総
務
大
臣
表
彰

移
動
支
援
や
ア
プ
リ
啓
発
な
ど
評
価

令
和
７
年
７
月
20
日
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
を
対
象
と
し
た
「
総
務
大
臣
表
彰
」

に
お
い
て
、京
丹
波
町
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
ば
れ
、３
月
10
日
に
表
彰
状
の
伝
達
式
が

役
場
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、投
票
日
に
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
投
票
所
行
き
バ

ス
を
運
行
し
た
ほ
か
、京
丹
波
あ
ん
し
ん
ア
プ
リ
で
選
挙
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、障

が
い
の
あ
る
方
が
投
票
所
の
係
員
と
の
意
思
疎
通
や
投
票
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、投
票

所
に
投
票
支
援
カ
ー
ド
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
を
設
置
し
、利
便
性
向
上
に
努
め

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

え  

いなもと みき  お

が
わ  

く   

に   

こ
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安
全
安
心
や
特
産
品
振
興
へ

●包
括
連
携
協
定
締
結

京
丹
波
町
は
２
月
25
日
、あ
い
お
い
ニ
ッ

セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
と
包
括
連

携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。協
定
締
結
式
で

は
、畠
中
町
長
と
榎
並
新
次
京
都
支
店
長

が
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

本
協
定
は
、昨
年
開
催
さ
れ
た「
合
併
20

周
年
記
念
京
都
丹
波
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」

に
、同
社
所
属
の
元
公
務
員
ラ
ン
ナ
ー
で
あ

る
川
内
勇
輝
選
手
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
迎
え

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

京
丹
波
町
は
、協
定
を
通
し
て
、災
害
に

強
い
町
づ
く
り
や
地
元
特
産
品
の
販
路
拡

大
、高
齢
者
の
交
通
安
全
に
向
け
た
取
組
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

KYOTAMBA TOWN ALBUM 2026FLASH KYOTAMBA TOWN ALBUM 2026 FLASH

町
の
魅
力
を
体
感
し
て

●地
域
S
D
G
s
活
動

森
林
組
合
主
催
の
林
業
体
験
が
３
月
１４
日
に
ア
グ

リ
パ
ー
ク
わ
ち
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
企
画
は
、京
丹

波
町
に
訪
れ
た
方
に
町
の
魅
力
を
体
感
し
て
い
た
だ

き
、関
係
性
を
深
め
る
こ
と
で
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
ら
は
、組
合
の
職
員
か
ら
植
物
の
説
明
を

受
け
な
が
ら
森
林
を
散
策
し
、採
取
し
た
ク
ロ
モ
ジ

か
ら
作
る
ハ
ー

ブ
テ
ィ
ー
を
味

わ
い
ま
し
た
。ま

た
、薪
割
り
体

験
や
椎
茸
の
収

穫
な
ど
を
行
い
、

五
感
を
通
し
て

自
然
を
堪
能
し

ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
着
任

●町
産
野
菜
の
魅
力
発
信

京
丹
波
町
が
進
め
る
、食
を
通
じ
た
ま

ち
づ
く
り
を
担
う
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
、杉
田
葵
さ
ん
が
３
月
２
日
に
着
任

し
ま
し
た
。元
京
都
市
職
員
の
杉
田
さ
ん

は
、京
丹
波
町
へ
訪
れ
た
際
に
食
や
農
業
の

す
ば
ら
し
さ
、地
域
の
人
の
温
か
さ
に
触

れ
、町
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
と
応
募
し

ま
し
た
。

任
用
期
間
は
３
年
間
で
、農
業
の
生
産

か
ら
流
通
ま
で
を
一
貫
し
て
学
び
、将
来

的
に
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
活
動
予

定
で
す
。杉
田
さ
ん
は「
農
業
を
通
し
て
自

然
や
町
に
根
付
い
て
い
る
文
化
、空
気
感

を
守
っ
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

町
の
未
来
を
楽
し
く
語
り
合
う

●京
丹
波
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ

３
月
２６
日
、役
場
本
庁
舎
で
京
丹
波
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
が
開
か
れ
ま

し
た
。第
３
次
京
丹
波
町
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
、住
民
視
点
か
ら
よ

り
住
み
や
す
い
町
を
目
指
し
、１２
人
の
参
加
者
が
自
由
に
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
予

想
す
る
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
、町
の
現
状
を
把
握

し
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
話
し
合
い
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、町
の
目
指
す
姿
を
表

す
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
づ
く
り
に
挑
戦
。思
い
思
い

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
付
箋
に
書
き
出
し
、グ
ル
ー

プ
ご
と
に
発
表
し
ま
し
た
。町
の
よ
り
良
い
未

来
を
考
え
る
温
か
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
　
周
年

●高
齢
者
に
生
き
が
い
あ
る
生
活
を

京
丹
波
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
20
周
年
を
記
念
し
た
式
典

が
、３
月
14
日
に
役
場
本
庁
舎
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
合
併
を
機
に
設
立
さ
れ
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、60
歳
以
上

の
方
に
草
刈
り
な
ど
の
地
域
に
密
着
し
た
仕
事

の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

現
在
約
２
０
０
人
の
会
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

式
典
で
は
、室
忠
志
理
事
長
が
式
辞
を
述

べ
、在
籍
20
年
を
迎
え
た
方
へ
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。そ
し
て
記
念
公
演
と
し
て
二
人
行

脚
の
歌
や
太
鼓
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、健
康
体

操
や
お
楽
し
み
抽
選
会
を
通
し
て
会
員
同
士

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

 人　口 12,002 （－53）
 男 5,757 （－25）
 女 6,245 （－28）
 世帯数 6,065 （8）
4月1日現在／（    ）は前月比

わたしたちの町 ふるさと応援寄付金

2月の寄付者　＊敬称略

［令和8年2月］ 12,417,000円/628件
［令和7年度累計］ 522,035,400円/24,292件

片山 山治 上田 直也 高屋 博文
中野 博人 苅田 仁志

赤ちゃん紹介コーナー 

野村　貴ちゃん
（幸司・澄花）

橋爪区／R8.2.27 

の むら　  たか

「強く逞しく育ってね！」

＊寄付者の了解を得ている方のみ掲載しています

企業版ふるさと納税
本町は企業版ふるさと納税の活用によって地

域の課題解決に取り組み、「日本のふるさと。自
給自足的循環社会●京丹波」を目指していま
す。この度、以下の企業さまからご寄付をいただ
きました。心より感謝申し上げます。
ご寄付の使途：京丹波町へのひとの流れづくり
リロン株式会社　代表取締役　蜂谷 正明　さま
企業版ふるさと納税は、企業さまにとっても

SDGsへの貢献や税制上の優遇措置を受けな
がら、地域社会への支援を行うことで、企業の社
会的責任を果たす一環として活用されています。

＊敬称略

ご寄付金のお礼

あかりガラス株式会社 
代表取締役　岡村　昭男　さま　　　   10万円
健やかで安心して暮らせる持続可能な地域づく
りに寄与するため  

私の幼少の頃は引っ込み思案で恥ずかしがりで大人の人に物を尋ねられても、すぐに答
えられませんでした。父は私の性格を案じて、大器晩成と云うのもあると励ましてくれたの
で、ずっと心に止めて大きくなりました。

町内の子どもたちから募集した作品を紹介します。心がほっとする、温まる言葉やエピソード

（一般）

地域おこし協力隊
今月の弱のつぶやき

じゃく

ど
ー
も
、ス
ト
ー
ブ
を
片
付
け
る
時
期
の
正
解
は
い
つ
な
の
か
教
え

て
ほ
し
い
木
下
弱
で
す
。

2
カ
月
ほ
ど
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
、2
月
21
日
に「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
プ
レ
ゼ
ン
ツ
京
丹
波
町
移
住
者
交
流
会
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。

「
京
丹
波
町
移
住
者
交
流
会
」と
は
移
住
者
で
あ
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
企
画
し
た
、京
丹
波
町
に
移
住
し
て
き
た
方
や
移
住
を
考
え
て

い
る
方
と
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。町
民
の
方
や
移
住
し
て
き
た
方
に
自
身
の

京
丹
波
町
で
の
暮
ら
し
の
体
験
を
話
し
て
い
た
だ
い
た
り
、グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
み
ん
な
で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
た
り
し
ま
す
。

今
回
で
3
回
目
。今
回
の
場
所
は「
み
ず
ほ
ガ
ー
デ
ン
ロ
ッ
ジ
」。地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
方
が
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
昨
年
の
秋
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
と
い
う
こ
と
で
、P
R
も
兼
ね
て
こ
の
場
所
で
開
催
し
ま
し
た
。移
住

し
て
き
た
方
や
家
を
購
入
し
て
移
住
の
準
備
を
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
10
人
の
方

が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。内
容
は
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
に
加
え
て
、今
回
初

め
て
の
取
組
で
あ
る
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
も
や
っ
て
み
ま
し
た
。目
隠
し
を
し
な
が

ら
、京
丹
波
町
産
の
も
の
と
ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て
い
る
も
の
を
食
べ
比
べ
て
、京

丹
波
町
産
の
も
の
が
ど
ち
ら
な
の
か
当
て
て
も
ら
う
ゲ
ー
ム
で
す
。た
ま
た
ま

偶
然
で
す
が
、テ
レ
ビ
で
人
気
の「
芸
能
人
格
付
け
チ
ェ
ッ
ク
」と
内
容
が
似
て
し

ま
い
ま
し
た
。た
ま
た
ま
で
す
。信
じ
て
く
だ
さ
い
。た
ま
た
ま
コ
ー
ナ
ー
名
も

「
京
丹
波
格
付
け
チ
ェ
ッ
ク
」に
な
っ
た
ん
で
す
。パ
ク
っ
た
訳
で
は
な
い
ん
で
す
。

た
ま
た
ま
な
ん
で
す
。

こ
れ
が
意
外
と
盛
り
上
が
り
、グ
ル
ー
プ
ト
ー

ク
で
は
移
住
し
て
感
じ
る
こ
と
や
疑
問
に
思
う
こ

と
な
ど
色
々
な
話
が
で
き
て
、と
て
も
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
も
継
続
し
て
い
き
た
い
イ
ベ
ン
ト
だ
と
改
め
て

思
い
ま
し
た
。

京
丹
波
は
え
え
と
こ
ー
！

で
は
ま
た
。 京

丹
波
町
移
住
者
交
流
会

は
た
け
な
か

え  
な
み 
し
ん  

じ

握手を交わす畠中町長と榎並支店長畠中町長（右）から委嘱状を受け取る杉田さん（左）

す
ぎ 

た  

あ
お
い

薪割りに挑戦する親子

クイズに答える参加者ら

植物の特徴を参加者らに説明する組合の職員

か
わ 

う
ち 

ゆ
う 

き

20

音楽に合わせた健康体操で身体を動かす
参加者ら

む
ろ 

た
だ  

し
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町
内
の
こ
ど
も
園
49
人
、小
学
校
81
人
、中
学
校
72
人
、須
知

高
校
53
人
が
、希
望
を
胸
に
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

旅
立
ち
の
日

　
　  

新
た
な
道
へ
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